
- 1 -

平成１９年第２回（３月）みなかみ町議会定例会会議録第１号

平成１９年３月７日（水曜日）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

議事日程 第１号

平成１９年３月７日（水曜日）午前１０時開議

会議録署名議員の指名日程第 １

会期の決定日程第 ２

議長諸報告日程第 ３

請願・陳情文書表日程第 ４

行政報告日程第 ５

日程第 ６ 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推せんにつき意見を求めることについて

日程第 ７ 議案第５号 町道路線認定について

議案第６号 町道路線廃止について

日程第 ８ 議案第７号 字の区域の変更について

日程第 ９ 議案第８号 みなかみ町副町長の定数を定める条例について

議案第９号 みなかみ町特別職報酬等審議会条例等の一部を改正する条例について

議案第１０号 みなかみ町普通財産の使用料に関する条例の一部を改正する条例について

議案第１１号 みなかみ町税条例等の一部を改正する条例について

日程第１０ 議案第１２号 みなかみ町特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部改正について

日程第１１ 議案第１３号 みなかみ町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例について

日程第１２ 議案第１４号 みなかみ町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

日程第１３ 議案第１５号 みなかみ町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて

日程第１４ 議案第１６号 みなかみ町猿ヶ京温泉交流公園条例の一部を改正する条例について

議案第１７号 みなかみ町営温泉センター「三峰の湯」条例の一部を改正する条例について

日程第１５ 議案第１８号 みなかみ町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例について

日程第１６ 議案第１９号 利根西部福祉作業所条例の一部を改正する条例について

日程第１７ 議案第２０号 みなかみ町生きがい対応型デイサービス事業費用徴収条例の一部を改正す

る条例について

日程第１８ 議案第２１号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について

議案第２２号 群馬県市町村会館管理組合の規約変更に関する協議について

議案第２３号 利根沼田広域市町村圏振興整備組合の規約変更に関する協議について
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議案第２４号 利根沼田学校組合の規約変更に関する協議について

日程第１９ 議案第２５号 三峰山トンネルの電気設備等の維持管理に係る事務の委託に関する規約の

決定に関する協議について

日程第２０ 議案第２６号 平成１８年度みなかみ町一般会計補正予算（第５号）について

議案第２７号 平成１８年度みなかみ町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

議案第２８号 平成１８年度みなかみ町老人保健特別会計補正予算（第４号）について

議案第２９号 平成１８年度みなかみ町介護保険特別会計補正予算（第４号）について

議案第３０号 平成１８年度みなかみ町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）について

議案第３１号 平成１８年度みなかみ町下水道事業特別会計補正予算（第５号）について

議案第３２号 平成１８年度みなかみ町水道事業会計補正予算（第３号）について

議案第３３号 平成１８年度みなかみ町自家用有償バス事業特別会計補正予算（第２号）に

ついて

議案第３４号 平成１８年度みなかみ町スキー場事業特別会計補正予算（第１号）について

議案第３５号 平成１８年度みなかみ町温泉事業特別会計補正予算（第３号）について

日程第２１ 議案第３６号 平成１９年度みなかみ町一般会計予算について

議案第３７号 平成１９年度みなかみ町国民健康保険特別会計予算について

議案第３８号 平成１９年度みなかみ町老人保健特別会計予算について

議案第３９号 平成１９年度みなかみ町介護保険特別会計予算について

議案第４０号 平成１９年度みなかみ町簡易水道事業特別会計予算について

議案第４１号 平成１９年度みなかみ町下水道事業特別会計予算について

議案第４２号 平成１９年度みなかみ町水道事業会計予算について

議案第４３号 平成１９年度みなかみ町利根沼田広域観光センター特別会計予算について

議案第４４号 平成１９年度みなかみ町自家用有償バス事業特別会計予算について

議案第４５号 平成１９年度みなかみ町スキー場事業特別会計予算について

議案第４６号 平成１９年度みなかみ町温泉事業特別会計予算について

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（２３人）

１番 前 田 善 成 君 ２番 阿 部 賢 一 君

３番 林 一 彦 君 ４番 山 田 庄 一 君

５番 河 合 生 博 君 ６番 林 喜 美 雄 君

７番 原 澤 良 輝 君 ８番 穂 苅 清 一 君

９番 島 崎 栄 一 君 １０番 髙 橋 市 郎 君

１１番 久 保 秀 雄 君 １２番 小 野 章 一 君

１３番 中 村 正 君 １４番 鈴 木 幸 久 君

１５番 河 合 幸 雄 君 １６番 鈴 木 勲 君

１７番 森 下 直 君 １８番 根 津 公 安 君

１９番 速 水 一 浩 君 ２０番 本 多 秀 侓 君

２１番 倉 澤 長 男 君 ２２番 阿 部 源 三 君

２３番 傳 田 創 司 君

なし欠席議員

会議録署名議員

８番 穂 苅 清 一 君 １８番 根 津 公 安 君

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

職務のため議場に出席した事務職員の職氏名

議会事務局長 矢 野 義 夫 議 事 係 長 林 和 也

書 記 深 代 和 恵

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

説明のため出席した者

町 長 鈴 木 和 雄 君 助 役 腰 越 孝 夫 君

収 入 役 大 川 浩 一 君 教 育 長 登 坂 義 衛 君

総 務 課 長 櫛 渕 哲 夫 君 水 上 支 所 長 阿 部 正 一 君

新 治 支 所 長 石 坂 一 美 君 財 政 課 長 木 村 一 夫 君

地域振興課長 林 昭 君 税 務 課 長 林 文 博 君

保健福祉課長 原 澤 和 己 君 環 境 課 長 阿 部 正 君

農 政 課 長 阿 部 行 雄 君 観光商工課長 阿 部 一 司 君

建 設 課 長 鈴 木 初 夫 君 都市計画課長 若 桑 一 雄 君

学校教育課長 小 泉 行 夫 君 上下水道課長 青 山 実 君

生涯学習課長 宮 下 達 男 君
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開 会

午前１０時開会

おはようございます。議 長（傳田創司君）

記録的な暖冬でありました、みなかみ町の冬も間もなくお彼岸を迎えます。

今年は里はもちろん近くの山々にも雪がなく、春の訪れが早く、ちらほらとうぐいすの

囀り、梅、桜の花の便りまで耳にする今日この頃であります。

本日、議員各位におかれましては、諸般にわたりご多忙のところ、定刻までにご参集い

ただきまして、誠にありがとうございます。

ただ今の出席議員は、２３名で定足数に達しておりますので会議は成立いたしました。

これより平成１９年第２回（３月）みなかみ町議会定例会を開会いたします。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

暫時休憩いたします。議 長（傳田創司君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

※ 暫時休憩中に、２２番阿部源三議員が、群馬県町村議会議長会（議員２３年表彰）から、

また、２１番倉澤長男議員が、全国町村議会議長会（議員１５年表彰）及び群馬県知事

（自治功労）から、表彰され、伝達式が行われた。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

休憩前に引き続き、会議を再開いたします。議 長（傳田創司君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

町長あいさつ

本定例会に際し、町長より挨拶の申し出がありましたので、これを許可い議 長（傳田創司君）

たします。

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

。町 長 鈴木和雄君（ ） 平成１９年３月定例議会の開催にあたりまして一言ご挨拶を申し上げます

、 、 、ただ今は 阿部源三議員には群馬県町村議長会から さらに倉澤長男議員におかれては

、 。全国町村議長会並びに群馬県知事から表彰を受けられまして 誠におめでとうございます

心よりお祝いを申し上げます。

阿部源三議員におかれましては、２３年の長きに亘りまして、月夜野町議会議員、さら

には、みなかみ町議会議員として、ご活躍をいただいております。

倉澤長男議員には、１５年の長きに亘りまして、同じくご活躍をいただいているわけで

ございますけれども、両先輩におかれましては、地方自治の振興発展のために、そしてま

た、みなかみ町の発展のために第一線でご活躍をいただいているわけでございます。

ご両人のご活躍で、住民福祉の向上がここに図られているわけでございますけれども、

そのご苦労に重ねて感謝を申し上げる次第であります。

、 、 、これからの地方自治は まさに多難の時代でありますけれども 第一線に立たれまして

。みなかみ町発展のためにぜひご活躍を願いたいと心よりお願い申し上げる次第であります

さて、議員各位におかれましては、何かとご多用中にもかかわらず、定例会にご出席を

賜りまして、誠にありがとうございます。
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３月の声を聞きますと、いよいよ生命の息吹を感じます。可憐な梅の花に始まり、福寿

草や水仙、さらには桜前線へと季節が移り変わり、すべてが、ここから始まる喜びと清々

しい気分にさせてくれます。

日本の経済情勢は 「いざなぎ景気」を超えて、戦後最長の景気拡大が続いていると言わ、

れておりますが、中山間地の地方では実感できない状況にあります。

本町では観光産業の低迷により、法人税や個人住民税等が減少し、その傾向に歯止めが

掛けられない実態にあります。

町の主産業は観光産業であることから、町税は、観光関連企業による固定資産税・入湯

税等の納税が大きな比率を占めておりますが 「観光産業は景気の悪化を敏感に受け、回復、

の恩恵は一番遅い」と言われるように、景気回復の波及効果は未だありません。

したがって､自主財源の柱である町税の増収は、残念ながら見込めない状況にあります。

しかし、機械等の製造業では景気回復と自助努力によって生産性を高められ、これに伴

って多額な法人町民税が納税される明るいニュースもあります。

一方、国にあっては多額な長期債務の上に、社会保障対策・少子化対策・財政再建の重

要課題を抱えており、その反動から地方交付税の先行きが極めて不透明であります。

今や地方分権によって、言葉の上では「地方の時代」と言われますが、国は年々、公共

事業や地方交付税等を削減し、加えて自己決定・自己責任による自治体運営を地方に求め

ております。

議員各位には、ご案内のとおり、本町の財政状況は、経常収支比率が県内ワースト１の

１０２．８％と、実質公債費比率はワースト２の２０．７％であり、非常に厳しい状況下

にあります。この様な状況が続きますと、国が２１年度から導入を予定している外部監査

制度の適用を受ける団体になりかねません。仮に適用されますと、町づくりに必要な合併

特例債の発行に、制限が加えられることが懸念されます。

この財政悪化の原因は、町税の減収と平成１３年度からの５年間で地方交付税が１４億

円余、削減されたことに起因しております。

しかし今後において、過去のような町税の増収と地方交付税の増額が望めない以上は、

決してこの現況を放置してはならず、場当たり的な取り組みでお茶を濁せば、将来に大き

な禍根を残し、確実に第２、第３の夕張市への道を歩むことになります。

したがって、本町の行財政改革は重要かつ喫緊の課題であります。

改革に当たっては、｢平成１９年度みなかみ町当初予算の概要｣に示した通りですが、合

併によるスケールメリットを活かした機構改革、職員数の削減、さらには施設の統合や事

務事業の簡素化による経常的経費の削減が必要不可欠であります。

、 、「 」 「 」そこで現在 行財政改革調査会の答申を受けて 行政改革大綱 及び 集中改革プラン

を策定し、行政改革に着手しているところであります。

平成１９年度の予算編成に当たっては、昨年１１月に示しました「財政シミュレーショ

ン」を基本に、財政規模の縮減に努め、各種事業と物件費や補助金の見直しを行い、さら

には職員の早期勧奨退職による人件費の削減に努めました。

その結果、何とか歳入不足額を改革で埋める約束で予算編成をしましたが、自治体規模

から見て、経常的経費はまだまだ多く、今後さらなる構造改革が求められます。

、 「 」 、 、このため 平成１９年度を 改革元年 と位置づけ 今後も改革の手を緩めることなく

安定した財政基盤の確立に向けて邁進する決意であります。

ご案内のとおり、本町の経常収支比率は高いレベルにあり、１９年度予算編成では、約
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２億５，５００万円の収入不足となっております。この不足分については前年度繰越金、

財産収入、減債基金、及び地域福祉基金を充てると共に、町有地の売却に努めてまいりま

す。このことは平成１９年度中に 「集中改革プラン」に基づいて、町有施設の統廃合等を、

実施し、努力目標である約２億５，５００万円の歳出削減を実現してまいります。

新生「みなかみ町」は町村合併に際し、水源の地に住む私達は、山と森林と川を守り、

万物が脈々と生存することを願い 「谷川連峰・水と森林防人」を宣言しました。、

そして、宣言の精神を生かして「新町まちづくり計画」を策定しましたが、今年度から

これらの計画を具体化するために 「環境を生かす、安全安心の町づくり」をテーマに、、

一、 都市交流と利根川上下流交流の推進

二、 仮称・山岳都市構想(地域振興構想)の策定

三、 仮称・芸術文化村構想の策定

四、 電子自治体構想（情報通信基盤整備と情報収集等） を最重要課題として

取り組むことにしました。

さて、本定例会には、人事案件１件、条例関係案１３件、事務組合等の規約協議５件、

補正予算案１０件、新年度予算案１１件等、多くの事案を提案させていただきます。

詳細につきましては後刻説明させて頂きますが、何とぞ宜しくご審議願いご決定下さい

ますようにお願い申し上げまして、開会にあたりましての挨拶とさせていただきます。

どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

開 議

これより、本日の会議を開きます。議 長（傳田創司君）

本日の会議は、お手元に配布いたしました議事日程第１号のとおりであります。

議事日程第１号により議事を進めます。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。議 長（傳田創司君）

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規程により、議長において指名いたします。

８番 穂 苅 清 一 君

１８番 根 津 公 安 君 を指名いたします。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２ 会期の決定

日程第２、会期の決定を議題といたします。議 長（傳田創司君）

本定例会の会期につきましては、議会運営委員会にも諮りまして、本日３月７日より、

３月１６日までの１０日間としたい考えであります。

これにご異議ございませんか 。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、本定例会の会期は、本日より３月１６日までの１０日間と決定いたしました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
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日程第３ 議長諸報告

日程第３、議長諸報告を行います。議 長（傳田創司君）

、 、 、平成１９年２月２０日 群馬県市町村会館において 群馬県町村議会議長会定期総会が

小寺弘之群馬県知事、大沢正明県議会議長を来賓としてお招きし開催されました。

総会は、全国町村議会議長会表彰、群馬県町村議会議長会表彰並びに群馬県知事感謝状

贈呈の伝達表彰が行われ、総勢１０９人と、甘楽町議会が優良議会として、議会広報全国

コンクール入賞で昭和村議会が表彰されました。

全国町村議会議長会より議員１５年以上在職者で４名の議員が表彰され、引き続き県町

村議会議長会長表彰が行われ、本町では議員２３年以上在職により２名の議員が、また、

１０年以上在職により７名が表彰されました。在職されている議員さんにおきましては、

先ほど伝達させていただきましたとおりでございます。

議事は、富士見村神田議長会長のあいさつの後、前年度事業報告に始まり、１９年度事

業予算等を可決いたしました。

その後、宣言文が読み上げられ 「わが町村は、豊かな自然環境と多様性に富む地域文化、

を背景に国土の保全、食糧の供給、水源の涵養等、国民生活に不可欠な重要な役割を担っ

て来た。しかし、今日町村を巡る環境は、経済活動のグローバル化など地球規模の変革の

波に翻弄される様相を呈していることに加え、地域経済の衰退、人口の減少、少子高齢化

の進行など、その存続までもが懸念される事態を迎えるに至った。我々はこのような時代

にあっても、人間社会の活力を生み出す真の源は、自然豊かな町村にあることを信じて疑

わない。平成の大合併により群馬県の町村数は２６にまで減少したが、その面積は県土の

５７％に及び環境保全と美しい国土を守る責任を負う町村の役割は従来にも増して大きく

なっている。今や政府コスト削減の矢面に立たされ、この窮地からの脱出に奮闘している

町村であるが、改革の手法に用いられている経済効率や競争原理が及ぼす日本の文化破壊

の危険性は、既に多くの識者により指摘されているところであり、この考えを基に真の民

主主義のあり方、健全な地域社会のあり方を熟知する我々の価値観は必ずや子孫に高く評

価されるものである。我々はこの厳しい状況から脱し、輝く明日の町村のため、町村議会

の改革を一層推進するとともに、地域の連帯を高め、住民の一人ひとりが誇りと愛着のも

てる活力と個性あふれる町村の実現に向けて邁進することをここに誓い、満場一致で採択

いたしました。その後決議文が読み上げられました。

その内容は、

一、地方分権改革の実現を期する。

一、町村財政の確保を期する。

一、議会の活性化に期する。

一、農林水産業振興対策の強化を期する。

一、中小企業振興対策の強化を期する。

一、環境保全対策の推進に期する。

一、ＩＣＴを活用した情報化施策の推進を期する。

一、地域保健医療、医療保険制度の改善を期する。

一、少子高齢化社会に対応した保健福祉対策の充実を期する。

一、教育・文化の振興、青少年健全育成対策に充実強化を期する。

一、生活環境施設、町村同等インフラ整備の促進を期する。
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一、国土保全・地震・災害対策の推進を期する。

以上、１２項目を満場一致で決議し、全ての議事を終わり総会はめでたく終了いたしまし

た 。

群馬県後期高齢者医療広域連合の議会の議員の選出について依頼があり、２月２６日ま

でに利根郡（片品村、川場村、昭和村、みなかみ町）から定数１人について選出をするこ

ととなり、郡議長会としての申し合わせにより郡議長会長を候補者として推薦することと

なり、各町村これを承認し、利根郡においては、川場村砂山芳夫議長を県に推薦し、２月

２７日、群馬県後期高齢者医療広域連合議会の規定により当選人となりましたので、ご報

告いたします。

以上で、議長諸報告を終了いたします。議 長（傳田創司君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第４ 行政報告

日程第４、行政報告を行います。議 長（傳田創司君）

町長から、行政報告の申し出がありましたので、これを許可いたします。

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

お許しを頂きましたので、行政報告を１点申し上げます。町 長（鈴木和雄君）

みなかみ町教育施設整備計画に関する答申についてでございます。

月夜野町・水上町・新治村が合併して、平成１７年１０月１日に、新生「みなかみ町」

が誕生しました。

合併以前から３町村の学校施設の整備は大きな課題でありましたので、合併を機に、町

内の学校施設の整備について検討するよう教育委員会に諮問をしました。

教育委員会では、平成１８年２月２８日に、教育施設整備計画の検討準備会を開催し、

早速「みなかみ町教育施設整備計画検討委員会」が設置されました。

構成員は、議会代表・区長会代表、管内小中学校ＰＴＡ会長と社会教育委員、さらには

学識経験者の総勢３３名と伺っております。また管内学校長の１３名は、オブザーバーと

して参加されたとのことであります。

そして、１年にわたりご苦労頂いた成果を平成１９年２月２１日に、みなかみ町教育委

員会委員長・荒木友充氏と、町教育施設整備計画検討委員会委員長・渋谷浩氏のご両名か

ら「みなかみ町教育施設整備計画に関する答申」としてを頂くことができました。

この間、精力的に取り組まれた関係者皆さんに心から敬意と感謝の意を表する次第であ

ります。

さて、町教育施設整備計画検討委員会では、①少子化問題、②学校施設の老朽化及び耐

震強度問題、③合併特例債の活用や施設の維持費を含めた財政問題の３点について、まず

は実態把握に努められ、協議・検討を重ねられたと伺っております。

そして、集約された成果は 「町教育施設整備計画検討委員会」の総意であることを明記、

し、地区毎の状況を付して、早期の実現を求めております。

地区の状況は次の通りであります。

１．月夜野地区においては、既に公表されている都市計画事業に伴って、しかるべき場所

に地区内の小学校も視野に入れた「文教地区構想」を実現して頂きたい。

２．水上地区においては、地区内の学校を統合し、尚、給食センターを含めて「小中併設
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請 願 人 及 び 紹 介 議 員

請 願 件 名

請 願 趣 旨

受 理 年 月 日

付 託 委 員 会

校」等を建設して頂きたい。

３．新治地区においては、引き続き統合小学校建設計画の推進と、中学校施設の耐震対策

等を実施して頂きたい。

４．統合による空き校舎については、教育施設及び町の活性化を考慮した施設等として、

その有効活用を図って頂きたい。

私はこの答申を真摯に受け止めて、まずはしっかりとした財政計画を樹立し、計画的に

取り組む決意であります。

実現に当たっては、町議会や関係皆さんと充分に協議をして進めてまいりますので、よ

ろしくご指導の程をお願い申し上げて、行政報告といたします。

以上で行政報告を終わります。議 長（傳田創司君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第５ 請願・陳情文書表

日程第５、請願・陳情文書表についてを議題といたします。議 長（傳田創司君）

今期定例会において、本日までに受理しました請願・陳情は、お手元に配布いたしまし

た請願・陳情文書表のとおりであります。

事務局に請願・陳情文書表の朗読をいたさせます。事務局。

（事務局朗読）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

平成１９年第２回（３月）みなかみ町議会定例会請願文書表

番

号

平成１８年１２月２０日

みなかみ町鹿野沢７０－８

諏訪峡遊歩道について 水上観光協会長 木村 嘉男

ほか１名 産業観光常任委員会

河 合 幸 雄 鈴 木 幸 久

【請願趣旨】

諏訪峡遊歩道は、水上温泉街の近接に在って、春秋に亘り年間十万人を超える観光客が請

訪れる水上の代表的観光名所となっておりますが、今夏、安全対策現地調査により「笹笛願

橋」下流地点から銚子橋の間の主要コース全般において、落石等危険性のある箇所が多数第

発見され、全面通行止めとなっております。１

この間、多くの関係者から再開の要請もあり、観光客誘致上、さらには地域活性化の一号

大拠点として ぜひとも 笹笛橋 下流地点から諏訪峡遊歩道の魅力の中心であります も、 「 」 「

みじ公園」までの一部区間に限り、安全対策工事を施され、平成１９年５月新緑期までに

は魅力ある諏訪峡遊歩道の散策ができますよう町当局を始め議会議員各位の特段なるご尽

力ご高配を賜りたく、ここに請願致します。
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請 願 人 及 び 紹 介 議 員

請 願 件 名

請 願 趣 旨

請 願 人 及 び 紹 介 議 員

請 願 件 名

請 願 趣 旨

受 理 年 月 日

受 理 年 月 日

付 託 委 員 会

付 託 委 員 会

【請願事項】

利根川諏訪峡遊歩道の安全対策工事実施並びに遊歩道交通止めの一部解除をお願いします。

番

号

平成１９年２月１９日

町道の一部を消雪道化へ みなかみ町吹路２９６

改良について 吹路区長 田 村 枝 久 産業観光常任委員会

林 喜美雄 山田 庄一

【請願趣旨】

請 吹路地区は、国道１７号線の三国峠沿線の集落で、標高７００ｍに位置し、積雪寒冷地であ

願 ります。町道吹路穴平線は、地区内の重要な生活道であり、国道１７号線に接する起点側から

第 ７０ｍの区間は、特に勾配がきつく、またカーブで車及び歩行による通行が非常に危険なとこ

２ ろであります。道路沿いには、地域施設の吹路多目的集会施設もあり、冬期間においても、比

号 較的通行のある場所ですので、早急に消雪道への改良をお願いいたします。

【請願事項】

町道吹路穴平線の一部（起点国道１７号線接点から約７０ｍ）を消雪道に改良して下さい。

番

号

平成１９年２月２３日

みなかみ町大穴４８１－１

幸知小学校統合問題対策

幸知・水上統合小学校の 委員会代表 林 覚 ほか８８名 総務文教常任委員会

早期実現について

鈴 木 幸 久 久 保 秀 雄

小 野 章 一 河 合 生 博

林 一 彦

【請願趣旨】

請 幸知学校区内においては、予想をはるかに超える児童数の減少により、男女間の比率が極端

願 に偏っている学級や、複式学級による授業が行われています。その結果、学習・生活・安全指

第 導等、学校教育全般にわたり、多くの課題が指摘されるようになってまいりました。

３ 両校の施設面においても、校舎・体育館・プール等老朽化が進み、学習指導要領に基づいた
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請 願 人 及 び 紹 介 議 員

請 願 件 名

請 願 趣 旨

受 理 年 月 日

付 託 委 員 会

号 教育課程の実施にも影響が生じており、耐震強度に耐える補強工事も必要になっています。

この度、幸知学校区区長会を中心に、幸知小学校教育環境検討委員会が設けられ、数度の検

討を重ねた結果、幸知小学校の統合を決議し、新たに幸知小学校統合問題対策委員会に移行し

て、細部にわたり問題を検討することになりました。今、学校教育に求められていることは、

社会変化に対応でき、自ら考え、判断、行動し、自立できる子供の育成であります。そのため

には、一人ひとりに確かな学力と他人を思いやる豊かな人間性、そして健康な体を身につけて

やらなければなりません。各自の資質や能力を育むため教育施設整備はもとより食育指導、危

機管理面で充実した施設が必要であります。近年の急激な少子化や施設老朽化から、町行政に

携わる方々に認識していただき、下記項目について地元の要望を尊重願います。

【請願事項】

①統合小学校は、新築により新たな場所に建てること。

②通学の平等、安全性を考慮し、中学生も含めスクールバスとすること。

③校舎・体育館は、地域の活性化等を考慮する中で、コミュニティ施設等とし

て今後の有効活用を検討していくこと。

④食育指導の重要性から早急に給食センターの新築をふまえた改善をすること。

統合小学校早期実現を幸知小学校統合問題対策委員会は切に懇願しお願い申し上げます。

番

号

平成１９年２月２３日

みなかみ町湯原７２０

幸知・水上統合小学校の 水上小学校 会長 鈴木 俊夫PTA
早期実現についてのお願い 総務文教常任委員会

鈴 木 幸 久 久 保 秀 雄

倉 澤 長 男 鈴 木 勲

林 喜 美 雄

【請願趣旨】

請 水上小学校においては、校舎・体育館の耐震強度の基準の関係から、西側校舎において補強

願 の必要性あり、との判断ですが、旧水上地区を考えた場合、町の教育委員会が「みなかみ町教

第 育施設整備計画検討委員会」を設置し、１２月１２日付けで、みなかみ町に「中間答申」を答

４ 申しました。それを受けて、食の安心・安全・食育の重要性の観点から旧水上地区の念願であ

号 る給食センターの建設を含め、耐震補強にこだわることなく、これからの児童数の減少を考慮

することにより、幸知小学校との統合を視野に入れ、水上中を含む 「小中併設校」等の建設、

計画などの早期実現を望みます。水上小学校ＰＴＡの役員会・実行委員会の了承の上、幸知・

水上統合小学校の早期実現についてのお願いを致します。

【請願事項】

幸知、水上統合小学校の早期実現をお願いします。
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請 願 人 及 び 紹 介 議 員

請 願 件 名

請 願 趣 旨

請 願 人 及 び 紹 介 議 員

請 願 件 名

請 願 趣 旨

受 理 年 月 日

受 理 年 月 日

付 託 委 員 会

付 託 委 員 会

番

号

平成１９年２月２７日

みなかみ町藤原２９７２

藤原地区活性化について 藤原地区振興協議会

会長 吉野 仍次 ほか４名 産業観光常任委員会

鈴 木 勲 穂 苅 清 一

【請願趣旨】

請 みなかみ町藤原地域の大規模償却資産及び交納付金は、藤原地区の施設により発生するもの

願 であり、水源地域の発展と環境の保全等、当該地域に還元されるようご配慮願います。

第 【請願事項】

５ １．県道及び町道の危険箇所（事故多発地帯）の改良及び無雪化を促進すること。

号 ２．第二の山古志村と懸念されるので、玉原トンネルの早期開通を求める。

３．地区活性化のため、観光資源（温泉源開発）等に配慮願いたい。

番

号

平成１９年２月２７日

みなかみ町猿ヶ京１１８９

統合校舎計画の見直し及び 須川小・猿ヶ京小の存続を

須川小・猿ヶ京小の存続を 求める町民有志の会 総務文教常任委員会

求める請願 代 表 林 強 一

穂 苅 清 一 原 澤 良 輝

【請願趣旨】

請 須川小・猿ヶ京小の校舎は、建築されて間もなく、残存対応年数を多く残しています。

願 また、みなかみ町管内の小学校施設の中で唯一、新耐震基準に合格し、猿ヶ京小は、全国に

第 誇れる木造校舎、須川小は歴史ある旧三国街道須川宿「たくみの里」の景観にマッチさせた切

６ り妻屋根に瓦を乗せ、内装には木材を多く使用した木の温もりのある教育環境を重視した見事

号 な校舎です。

生徒児童数においても、３小学校の中の最も少ない猿ヶ京小で７７人と、近隣市町村の小学

校と比較しても学級が維持できない規模ではなく、子供の学力や情操教育等の観点からも、素

晴らしい教育環境と高い評価を受けている施設です。
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請 願 人 及 び 紹 介 議 員

請 願 件 名

請 願 趣 旨

受 理 年 月 日

付 託 委 員 会

いずれにしても、拙速に統合を推進する条件ではありません。

さらに、町の財政状況から見ても、経常収支比率１０２．８、公債比率２０．７％と、きわ

めて厳しい財政状況にあり、押し寄せている少子高齢化、農林業、観光など、町の基幹産業の

衰退と合わせて、国の地方交付税削減は必須の課題であり、自主財源の好転は考えられず、今

後の町の財政規模は逓減せざるを得ません。

合併特例期間後の財政規模を予測すれば、投資的経費を必要最小限にとどめ、健全財政を維

持するとともに、住民の暮らしや福祉、医療・介護など住民サービスを最優先させる施策へと

転換すべきであります。以上の観点から、２項目を請願します。

【請願事項】

１．新治地区の小学校統合校舎計画を見直して下さい。

２．須川小・猿ヶ京小学校を廃校にしないで下さい。

番

号

平成１９年２月２７日

みなかみ町下牧１４３

「国民投票法案」の徹底審議 みなかみ町平和委員会

と廃案を求める意見書提出に 代 表 小 林 一 義 総務文教常任委員会

ついて

穂 苅 清 一

【請願趣旨】

請 日本国憲法にかかげる、平和、人権、民主主義の理念は、国民に広く定着しており、とりわ

願 け９条は現在も将来においても、日本と世界の宝であります。

第 与党と民主党は、この民主的憲法を改定するため 「国民投票法案」を国会に提出し、今国、

７ 会で成立すべく、修正協議を進めていますが、どのように修正しようとしても、第９条の改憲

号 を直接の目的とした法案であることは明らかです。

与党と民主党の修正協議の内容は、①国民の承認を「投票総数 （賛成・反対の合計）の２」

分の１超としており、これは「有効投票」の２分の１超と同じで最も少ない賛成で改憲が成立

することになる。②テレビ、ラジオなどの有料意見広告については、投票前の１４日間を規制

しているが、それ以前は原則自由とするなど政党の資金力の多賓によって投票意思を歪める危

険性がある。③本来、自由であるべき国民の投票運動を公務員や教育者に限って規制するなど

の問題点が指摘されています。

「国民投票法案」は、憲法第９６条に基づく憲法改正手続き法であり、その主体は主権者国

民にあります。国民の意思を正当に反映しない法案を国民的議論もない中で拙速に成立を急ぐ

ことは、国会の歴史に汚点を残す大問題と言わなければなりません。

ついては、地方自治法第９９条の規定により、みなかみ町議会として意見書を国会にあげて

いただきたく請願いたします。
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陳 情 件 名

陳 情 趣 旨

陳 情 件 名

陳 情 趣 旨

受 理 年 月 日

受 理 年 月 日

付 託 委 員 会

付 託 委 員 会

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

平成１９年第２回（３月）みなかみ町議会定例会陳情文書表

番

号

平成１９年１月２９日

下津地内の水路拡張工事の みなかみ町下津３２５２

お願い 高 橋 金 作 ほか４名 産業観光常任委員会

高 橋 市 郎

日頃の行政につきましてはご尽力下され感謝申し上げます。

さて、近年エルニーニョ現象とか不測の災害が発生することが多くなり、台風など大雨陳

による沢の増水、土砂崩れなど、鉄砲水の被害も懸念されます。情

添付地図の家も、大雨の増水時には庭まで水が溢れることもあり、曽て明治時代の集中第

豪雨時には家の前後が滝のようになり、孤立したこともあったと聞いております。このよ１

うな災害が再び起これば、家も裏の砂田地区の水田の被害も甚大なものがあると考えられ号

ます。地図の水路は自然のままになっており、改善が望まれます。現地をご確認の上、水

路拡張工事をぜひ行っていただきたく、ここに関係者連名を以てお願い申し上げます。

【陳情事項】

下津地内の水路拡張工事をお願いします。

番

号

平成１９年１月３０日

みなかみ町奥平地区防火水槽 みなかみ町入須川１６０２－２１

（４０ｔ級）設置のお願い 入須川区長 本 多 隆 二 ほか１名 総務文教常任委員会

河 合 生 博

【陳情趣旨】

陳 現在、奥平地区には、１０ｔ級の防火水槽がありますが、団体営農道整備工事で支障物件と

情 なり、補償では同クラスの防火水槽しか補償対象になりません。

第 しかし、奥平地区は、水利の確保が困難であり、近年の火災は消防車の機能向上により１０

２ ｔ級の防火水槽では初期消火もままならない状況です。

陳 情 人 及 び 紹 介 議 員

陳 情 人 及 び 紹 介 議 員
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陳 情 件 名

陳 情 趣 旨

陳 情 件 名

陳 情 趣 旨

受 理 年 月 日

受 理 年 月 日

付 託 委 員 会

付 託 委 員 会

号 つきましては、財政厳しき折とは存じますが、ぜひ４０ｔ級の防火水槽を設置していただき

たくお願い申し上げます。

なお、補償費・用地につきましては、町に提供する所存であります。

【陳情事項】

奥平地区に防火水槽（４０ｔ級）の設置をお願いします。

番

号

平成１９年２月１３日

陳 箕輪日影地区の道路改修工事 みなかみ町布施２８３

情 について 布施区長 鈴木 一己 ほか３４名 産業観光常任委員会

第

３ 【陳情事項】

号 箕輪日影地区においては、道路の劣化がひどく、道路愛護だけでは維持が困難なため、改修

工事をお願いいたします。

番

号

平成１９年２月２２日

国道１７号線羽場押出地内から みなかみ町羽場１４８６

羽場廻戸地内までの下り車線に 下羽場区長 本 多 唯 夫 産業観光常任委員会

歩道を設置して下さい

林 喜 美 雄

【陳情趣旨】

陳 平素より子供たちの通学路問題、地域住民の交通安全、子供老人等、弱者を守るために日頃

情 多大なるご理解をいただき、心より感謝いたします。

第 国道１７号線は、大型トラックはもちろんのこと交通量が多く、上り車線側に約１ｍ幅の歩

４ 道を設置してありますが、歩行者がすれ違うことや冬期間は除雪された雪で歩道を歩くことす

号 ら出来ず、非常に危険です。

また、雨の時には大型車の巻き起こす風のため雨具にて歩くこともままなりません。反対側

には幅員の広い歩道が途中まで整備されています。

是非とも、町民が安心して歩くことができるよう引き続き歩道整備をお願いいたします。

厳しい財政難の折り、容易ではないと思いますが、特段のご配意を賜りますようお願いいた

します。

陳 情 人 及 び 紹 介 議 員

陳 情 人 及 び 紹 介 議 員
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【陳情事項】

うららの郷入口から、国道１７号線下り車線、村山正明さん宅入口までの下り車線約１８０

ｍに歩道を延長していだただきたい。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

以上朗読のとおり、所管の委員会に付託しますので報告いたします。議 長（傳田創司君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第６ 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推せんにつき意見を求めることについて

日程第６、諮問第１号、人権擁護委員の候補者の推せんにつき意見を求め議 長（傳田創司君）

ることについてを議題といたします。

事務局に議案の朗読をいたせます。事務局。

（事務局朗読）

朗読が終了しましたので、町長より提案理由の説明を求めます議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

諮問第１号についてご説明申し上げます。町 長（鈴木和雄君）

現在、人権擁護委員としてご活躍いただいております、大穴２８４番地の園部日出雄さ

んが平成１９年６月３０日に任期満了となりますので、前橋地方法務局長より後任委員候

補者の推薦依頼が来ております。

つきましては、地域の実情に明るく人格識見に優れた綱子１３２番地１の阿部好司さん

を候補者に推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条３項の規定により、議会の意見を求め

るものであります。よろしくご審議の上ご承認下さいますようにお願い申し上げます。

町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより諮問第１号について議 長（傳田創司君）

質疑に入ります。質疑はありませんか。

８番穂苅清一君。

人権擁護委員は公的立場にある人であろうと思いますが、推薦する以上は８ 番（穂苅清一君）

議会の中では知らない人もいらっしゃいますので若干経歴等について、ご説明を願いたい

と思いますけどもよろしくお願いします。

保健福祉課長原澤和己君。議 長（傳田創司君）

（保健福祉課長 原澤和己君登壇）

今回推薦をお願いいたします、阿部好司さんでございますが、経歴等保健福祉課長（原澤和己君）

について詳しいことはご報告できませんが、まず人格識見に優れているということ、また

広く社会の実情に通じておられる方だということでございます。

それから人権擁護について理解があり、一般的な常識をお持ちの方ということで、今回

人権擁護委員の候補者として推薦をいたしたいということでございます。

ほかに質疑はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて諮問第１号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

これより諮問第１号について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。



- 17 -

（ ）第 号H19-2 3.7 1

（ なし」の声あり）「

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて諮問第１号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

諮問第１号、人権擁護委員の候補者の推せんにつき意見を求めることについてを採決い

たします。

本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、諮問第１号、人権擁護委員の候補者の推せんにつき意見を求めることについて

は原案のとおり同意されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第７ 議案第５号 町道路線認定について

議案第６号 町道路線廃止について

日程第７、議案第５号、町道路線認定についてから、議案第６号、町道路議 長（傳田創司君）

、 、 。線廃止についてまでは 関連する議題でありますので 以上２件を一括議題といたします

事務局に議案の朗読をいたさせます。事務局。

（事務局朗読）

朗読が終了しましたので、町長より一括して提案理由の説明を求めます。議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

議案第５号、議案第６号につきまして、関連がございますので、一括して町 長（鈴木和雄君）

提案理由の説明を申し上げます。

議案第６号につきましては、後閑坂上地区甫場整備事業に伴う坂上線他２８路線の廃止

と、新巻地区中の平甫場整備事業に伴う平林１号線ほか１９路線、合わせて１２，４０３

ｍの廃止であり、旧月夜野下津地内、旧水上藤原地内の農道整備等による起終点変更によ

る下津地内の沼田～十二原線と藤原地内関ヶ原１１号線ほか１路線合わせて６５５ｍを廃

止し、新たに議案第５号により、後閑坂上地区甫場整備内、坂上線ほか４８路線と新巻地

区中の平甫場整備区域内、池原５０号線ほか１３路線及び下津地内、藤原地内の農道整備

， 。等に伴う起終点変更３路線を合わせて６６路線１８ ９５１ｍを認定するものであります

以上が概要であります。よろしくご審議の上ご決定下さいますようにお願い申し上げま

す。

町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより議案第５号から、議議 長（傳田創司君）

案第６号まで一括して質疑に入ります。質疑はありませんか。

７番原澤良輝君。

路線の廃止についてなのですが、私は区画整理によるということを前提に７ 番（原澤良輝君）

していて、詳しく見ていなかったのですが、内容の路線を一々当たってみましたら、下津

の所で区画整理と関係のない所がありましたので、現地を見たのですけれども、どうも一

度災害で橋が落ちて、町の方に何度か災害の復旧のお願いをしたという経緯があって、そ

れから先が通行できないような状態になって道が荒れているということで、現在通行がさ

れていないようなのですけれども、それが今回の廃止の対象になっているというふうに、
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今ちょっと見させてもらったのですが、その辺の所をどういう処置をされたのかお聞きし

たいと思います。

建設課長鈴木初夫君。議 長（傳田創司君）

（建設課長 鈴木初夫君登壇）

先程の路線につきましては、下津地内の沼田～十二原線かと思われます。建設課長（鈴木初夫君）

この関係につきましては、現地調査をして、途中の中後沢まではそのまま町道として認定

しております。それから上流部分につきましては、現地を確認したところ、現地そのもの

がほとんど管理されていない道だということで今回廃止の対象としております。

７番原澤良輝君。議 長（傳田創司君）

先程、少し申し上げましたが、水害で橋が落ちてしまって、それが回復さ７ 番（原澤良輝君）

れていないので、中に行けないという状況があるみようなのですが、その辺のところは実

際は調査されているのですか。

建設課長鈴木初夫君。議 長（傳田創司君）

（建設課長 鈴木初夫君登壇）

その関係については、場所的には山道的な道路だと思うのですが、災害と建設課長（鈴木初夫君）

いう連絡を私ども建設課の方では受けていないと思うのですけれども。

７番原澤良輝君。議 長（傳田創司君）

今朝、前区長に少しお聞きしたのですが、何代か前の区長さんがお願いに７ 番（原澤良輝君）

行ったということを聞いて、私は今ちょっと時間がなかったので、確認はしていないので

、 、 。すが そういう言い方をされていたものですから ちょっとお聞きしたいのですけれども

建設課長鈴木初夫君。議 長（傳田創司君）

（建設課長 鈴木初夫君登壇）

今のところ、その点については確認しておりません。ただ災害ということ建設課長（鈴木初夫君）

ですから、災害が起きてすぐに対応をするということが前提でございます。今後調査をさ

せて頂きまして、もしその場所が道路と関係なく沢が荒れているわけですから、この町道

とは特に関係なく、災害復旧というのは水路として工事が出来るものではないかと考えて

おります。

ほかに質疑はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

これより議案第５号について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

（ なし」の声あり）「

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第５号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第５号、町道路線認定についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、議案第５号、町道路線認定については原案のとおり可決されました。

これより議案第６号について、討論に入ります。
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まず、反対討論の発言を許します。

７番原澤良輝君。

（７番 原澤良輝君登壇）

町道の廃止について反対討論を行います。７ 番（原澤良輝君）

町道は幾路線かありまして、区画整理によって、道路が廃止され、さらに新しく出来た

道路を認定するという、そのような作業については賛成をしたいと思いますけれども、下

、津の沼田～十二原線についてはそのような災害によって橋が落ちたまま利用が出来ないと

中にある畑や山林についてはやむなく違う方から回り道をして入っていくという、そのよ

うな状態でありますので、地元と再度協議をして頂きたいということを申し上げ反対討論

といたします。

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ほかに討論はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第６号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第６号、町道路線廃止についてを起立により採決いたします。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数であります。議 長（傳田創司君）

よって、議案第６号、町道路線廃止については、可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第８ 議案第７号 字の区域の変更について

日程第８、議案第７号、字の区域の変更についてを議題といたします。議 長（傳田創司君）

事務局に議案の朗読をいたさせます。事務局。

（事務局朗読）

朗読が終了しましたので、町長より一括して提案理由の説明を求めます。議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

議案第７号についてご説明申し上げます。町 長（鈴木和雄君）

みなかみ町湯宿温泉字湯川原６３１、６３１の１、６３２の１、６３２の２の４筆につ

きまして、みなかみ町須川字十二川原に変更するものであります。この４筆につきまして

は、平成１７年１０月の合併の際に、新治村大字布施字湯川原を湯宿温泉字湯川原に変更

したものでありますが、６３１番地は赤岩温泉の敷地として利用されており、大字が湯宿

温泉になったことにより、赤岩温泉の営業を行うにあたり紛らわしく、不便をきたしてい

る状況であります。

また、この４筆は飛地であり、この変更により須川字十二川原に変更することにより飛

地の解消を図り、字の区域の整理合理化をするものであります。

よろしくご審議の上、ご決定下さいますようにお願い申し上げます。

町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより議案第７号について議 長（傳田創司君）

質疑に入ります。質疑はありませんか。

２番阿部賢一君。
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。 「 」 「 」２ 番 阿部賢一君（ ） 確認させて頂きたいと思います 議案書の 字十二川原 は 字十二河原
・ ・

ではないかと認識しているのですが、確認させて下さい。

地域振興課長林昭君。議 長（傳田創司君）

（地域振興課長 林 昭君登壇）

申し訳ありませんが、この件については、法務局に行き確認をしての提地域振興課長（林 昭君）

案でありますので、このことについて再度早急に確認をいたしまして、ご返答させていた

だきたいと思います。

添付地図の方の表記については「河 、議案書の方は「川」ということで、法務局に行っ」

て確認をしていますから「川」の方が正しいと思いますが、再度確認をさせて頂きたいと

思います。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

暫時休憩いたします。議 長（傳田創司君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

会議を再開いたします。議 長（傳田創司君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

ほかに質疑はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第７号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

これより議案第７号について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

（ なし」の声あり）「

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第７号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第７号、字の区域の変更についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、議案第７号、字の区域の変更については原案のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第９ 議案第 ８ 号 みなかみ町副町長の定数を定める条例について

議案第 ９ 号 みなかみ町特別職報酬等審議会条例等の一部を改正する

条例について

議案第１０号 みなかみ町普通財産の使用料に関する条例の一部を改正

する条例について

議案第１１号 みなかみ町税条例の一部を改正する条例について

日程第９、議案第８号、みなかみ町副町長の定数を定める条例についてか議 長（傳田創司君）

ら、議案第１１号、みなかみ町税条例の一部を改正する条例についてまでは関連する議題

でありますので、以上４件を一括議題といたします。

事務局に議案の朗読をいたさせます。事務局。
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（事務局朗読）

朗読が終了しましたので、町長より一括して提案理由の説明を求めます。議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

お許しを頂きましたので議案第８号から議案第１１号について一括して、町 長（鈴木和雄君）

提案理由の説明を申し上げます。

、 、 、この４議案は 昨年６月に地方自治法が改正されたことに伴い 関係する条例について

所要の改正を行うものであります。

まず、議案第８号、みなかみ町副町長の定数を定める条例についてですが、助役制度の

見直しにより、助役に代えて、副町長を置き、その定数を条例で定めることとされており

ます。これに伴い、副町長の定数として１名を定めるものであります。

なお、経過措置により、現在の助役は、副町長として選任されたものと見なされ、任期

はその残任期間となります。

次に、議案第９号、みなかみ町特別職報酬等審議会条例等の一部を改正する条例につい

てご説明申し上げます。

、 、 、 、この一部改正条例では ①みなかみ町特別職報酬等審議会条例 ②みなかみ町長 助役

収入役の給与及び旅費に関する条例、③みなかみ町教育長の給与及び旅費に関する条例、

以上三つの条例を改正することになります。

内容は 条例中の 助役 を 副町長 に改め 収入役 を削るものでありますが 収、 「 」 「 」 、「 」 、「

入役」はその任期中に限り、従前の例により在職するというものであります。

次に、議案第１０号、みなかみ町普通財産の使用料に関する条例の一部を改正する条例

についてご説明申し上げます。

自治法の改正によって、収入役が廃止され、会計管理者１名を置くこととされました。

これに伴い、条文中の「収入役」を「会計管理者」に改めるものでありますが、経過措

置として、現在の「収入役」が在職する間は、収入役として従前のとおり存在することに

なります。

次に、議案第１１号、みなかみ町税条例等の一部を改正する条例についてご説明申し上

げます。

、 、 、この一部改正条例も議案第９号と同様に ①みなかみ町税条例 ②みなかみ町印鑑条例

③みなかみ町議会事務局設置条例の、三つの条例を改正することになりますが 「吏員」と、

「その他の職員」並びに「事務吏員」と「技術吏員」の区分が廃止され、それぞれの条例

の規定中 「吏員」という用語を「職員」に改めるものであります。、

以上が概要であります。よろしくご審議の上、ご決定下さいますようにお願い申し上げ

ます。

町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより質疑に入ります。議 長（傳田創司君）

、 、 。まず 議案第８号 みなかみ町副町長の定数を定める条例について質疑はありませんか

７番原澤良輝君。

副町長ということで定数を１にするということですが、県内で、現在の助７ 番（原澤良輝君）

役や収入役を設置していない町村や欠員の町村がどのくらいあるか分かったら教えて下さ

い。

総務課長櫛渕哲夫君。議 長（傳田創司君）

（総務課長 櫛渕哲夫君登壇）
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正確な数値をつかんでおりませんが、現在、助役という立場では大方設置総務課長（櫛渕哲夫君）

されておりますが、収入役という特別職は少ないようでございます。実際の数字はつかん

でおりません。

７番原澤良輝君。議 長（傳田創司君）

旧水上町では、助役や収入役をおいてなかったと聞いていますけれども、７ 番（原澤良輝君）

その辺の理由は分かりますか。

助役腰越孝夫君。議 長（傳田創司君）

（助役 腰越孝夫君登壇）

旧水上町の町長を務めていたという立場でお答えをいたします。助 役（腰越孝夫君）

収入役は設置をしておりました。助役は途中で置かなくなりましたけれども、主な理由

は行財政改革の中での経費節減という一つの意味を持ってそういうことにしたと思ってお

ります。

ほかに質疑はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第８号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第９号、みなかみ町特別職報酬等審議会条例等の一部を改正する条例につい

て、質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第９号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第１０号、みなかみ町普通財産の使用料に関する条例の一部を改正する条例

について、質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１０号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第１１号、みなかみ町税条例の一部を改正する条例について、質疑はありま

せんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１１号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

これより議案第８号、みなかみ町副町長の定数を定める条例について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

７番原澤良輝君。

（７番 原澤良輝君登壇）

議案第８号、みなかみ町副町長の定数を定める条例について、反対討論を７ 番（原澤良輝君）

行います。財政が逼迫する中で、県内外でも助役等の特別職を置かない市町村も多くなっ

ております。旧水上町でも先程言われたように設置をしなかった例もありますし、また人

口６万５千人の新しい安中市でも、それから町村会長の板倉町でも設置しない予定と言わ

れております。この際、みなかみ町も副町長の定数をゼロとすることが適当と考え本条例

案に反対をいたします。

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ほかに討論はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第８号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）
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議案第８号、みなかみ町副町長の定数を定める条例についてを起立により採決いたしま

す。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数であります。議 長（傳田創司君）

、 、 。よって 議案第８号 みなかみ町副町長の定数を定める条例については可決されました

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

これより、議案第９号、みなかみ町特別職報酬等審議会条例等の一部を改議 長（傳田創司君）

正する条例について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

（ なし」の声あり）「

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第９号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第９号、みなかみ町特別職報酬等審議会条例等の一部を改正する条例についてを採

決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、議案第９号、みなかみ町特別職報酬等審議会条例等の一部を改正する条例につ

いては原案のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

これより、議案第１０号、みなかみ町普通財産の使用料に関する条例の一議 長（傳田創司君）

部を改正する条例について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

（ なし」の声あり）「

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１０号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第１０号、みなかみ町普通財産の使用料に関する条例の一部を改正する条例につい

てを採決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、議案第１０号、みなかみ町普通財産の使用料に関する条例の一部を改正する条

例については原案のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

これより、議案第１１号、みなかみ町税条例の一部を改正する条例につい議 長（傳田創司君）

て討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

（ なし」の声あり）「

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）
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（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１１号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第１１号、みなかみ町税条例の一部を改正する条例についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、議案第１１号、みなかみ町税条例の一部を改正する条例については原案のとお

り可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

この際休憩いたします。１１時２０分より再開いたします。議 長（傳田創司君）

（１１時１２分 休憩）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

（１１時２４分 再開）

休憩前に引き続き会議を再開いたします。議 長（傳田創司君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

議事再開の前に、先程議案第７号についての阿部賢一議員の質疑に対して議 長（傳田創司君）

当局より説明がございますので、よろしくお願いします。

地域振興課長林昭君。

（地域振興課長 林 昭君登壇）

先程ははっきり説明ができませんで申し訳ありませんでした。地域振興課長（林 昭君）

法務局の表記は 「川」の方でございますので、提案させて頂きました議案のとおりでご、

ざいます。よろしくお願いいたします。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１０ 議案第１２号 みなかみ町特別職の職員の給与の特例に関する条例について

日程第１０、議案第１２号、みなかみ町特別職の職員の給与の特例に関す議 長（傳田創司君）

る条例についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読をいたさせます。事務局。

（事務局朗読）

朗読が終了しましたので、町長より提案理由の説明を求めます。議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

議案第１２号についてご説明申し上げます。町 長（鈴木和雄君）

町長以下特別職の給料月額については、就任当時の平成１７年１１月から３０％の減額

をしてきておりますが、この４月１日から、さらに２０％を減額し、給料月額を半額にす

る内容の条例改正をいたしたく提案するものであります。

厳しい財政状況の折り、行財政調査会を始め各方面から行財政改革について、ご助言等

をいただいておますが 「隗より始めよ」の精神でさらなる歳費削減に取り組む所存であり、

ます。よろしくご審議の上、ご決定下さいますようにお願い申し上げます。

町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより議案第１２号につい議 長（傳田創司君）

て質疑に入ります。質疑はありませんか。

５番河合生博君。
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みなかみ町の財政状況を考えますと、町長の思いは非常によく分かるので５ 番（河合生博君）

すけれども、私は今までの３０％カットで十分ではないかというふうに思う一人でありま

す。当みなかみ町は観光の町、観光なくして成り立たない町であります。

町長の思いは、町民には理解できると思いますし、正しい方向での理解をしてくれると

思います。しかし、このことが新聞マスコミ等で紹介された場合にみなかみ町に観光に来

てくれている人たちに理解してもらえるでしょうか。夕張市にオーバーラップして 「大変、

な町だ、寂れてきた町だ」と思われないでしょうか。やっと薄明かりが見えてきた観光に

影響が出ないか、その点が非常に心配でございます。町長の決意をお聞かせ願いたいと思

います。

町長鈴木和雄君。議 長（傳田創司君）

開会に当たりまして、ご挨拶申し上げましたように、今年は改革元年にす町 長（鈴木和雄君）

ると、また改革元年にしてしっかりとした行財政改革をやっていきたいという一つの決意

を申し上げたところでございます。

私がいつも思っておりますことは、よく勝海舟の言葉を出しますけれども 「やはり改革、

、 、 、は よく気をつけないと弱い者いじめになる 改革というものは公平でなくては行けない

そして大きいものから始めて、小さいものをあとにするのが良い 、言い換えれば 「改革」 、

者が一番に自分を改革することが大事である」と言われておりますけれども、やはり何時

の時代にあっても 「隗より始めよ」であろうと、このように考えております。、

「隗より始めよ」ということは、言い出した当人から始めることが最も上策であると、

このように理解をいたしております。

私自身も町長就任に当たりまして、財政再建等、夢のある町づくりをするというのが一

つの公約でありまして、これを実現するために、歳費の削減等をですね、３０％削減をも

て今日に臨んでいるわけでございますが、現状はやはり行財政改革をさらに進めていくた

めには、職員に対しての勧奨退職制度等もあるように、町民にありましても大変な痛みを

伴うわけであります。

しかしながら、そのようなことをお願いしていかないとやはり改革が出来ないというの

も、これまた実態であります。それだけに私自身は先程申し上げましたように 「隗より始、

めよ」の精神をしっかりと持って、まず自分から律して、そして改革をしっかりとやって

行くんだという一つの決意の中で、このような方向を出した次第であります。やはり改革

に当たりましては、私一人で出来るわけではありませんし、やはりそれを推進する理解者

がいなければ実現できないわけであります。そういう中で助役、収入役、教育長等につき

ましてもその内容等について話したところ、快く理解をしていただいて、まずはこの町に

あってはしっかりとした行財政改革をやって行こうということをお互いに確認し合ったと

ころであります。

こういう一つの姿勢で臨みますけれども、片方では今年度に当たりましての４点の重要

施策を発表いたしましたように、このみなかみ町は確かに観光の町であります。

観光産業をさらに発展させるように努力をしなければなりませんけれども、やはりその

ためにも、この４つの重要施策をしっかりと構想を作って、そして、今年はぜひ、それを

緒につけて、広く観光の町としてピーアールをして、観光産業の活性化を図っていこうと

いう決意をしっかりと持っておりますので、ぜひその点はご理解をいただきたいとお願い

申し上げるところであります。よろしくお願いします。
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ほかに質疑はありませんか。議 長（傳田創司君）

９番島崎栄一君。

先程ですね、定数の副町長１ということでやったんですけども、規定はあ９ 番（島崎栄一君）

ってもですね、欠員と言うんですか、副町長、収入役は置くこともできるけども、財政上

今厳しいので置かない、欠員というふうにすることも可能なのでしょうか。

町長鈴木和雄君。議 長（傳田創司君）

やはり改革は人であろうと思います。現在の特別職４名でしっかりとした町 長（鈴木和雄君）

改革をしながら、この町づくりをしていきたいとこのように考えております。

したがいまして、島崎議員が言われるような考え方は持っておりません。

９番島崎栄一君に申し上げます。ただ今の質問の内容が違っていると思い議 長（傳田創司君）

ますので、ほかに質疑はありませんか。

９番島崎栄一君。

ちゃんと答えて。だから、違う、質疑ですから、確認ですから、だからそ９ 番（島崎栄一君）

れが可能なのかどうかと聞いているんですよ。だから欠員にするかしないかって聞いてい

るんではなくて、条例上、欠員にすることも出来るかどうかを確認するために今質疑をし

てるんです。する、しないを聞いているのではない、できるかどうかを聞いてるんです。

町長鈴木和雄君。議 長（傳田創司君）

それは当然可能ではないのですか。町 長（鈴木和雄君）

可能ですよね。はい、そうすれば第２点。９ 番（島崎栄一君）

９番島崎栄一君。議 長（傳田創司君）

３０％カットを５０％カットに変えるということですけども、４人のです９ 番（島崎栄一君）

ね、給料を２０％ずつさらに減らすという、そこで浮く金額とですね、例えば副町長、収

入役を置かずにですね、２人欠員でですね、但し報酬カットはしないといった場合、どち

らの方がコストのカットが大きいのか、教えて下さい。

町長鈴木和雄君。議 長（傳田創司君）

それは島崎議員、計算すれば分かるのではないのですか。町 長（鈴木和雄君）

それはさぁ、答えとしてはおかしいよ。聞いてるんだから、答えればいい９ 番（島崎栄一君）

じゃないですか、分かるんなら。計算すれば、ぱっと出るんでしょ。どちらの方が削減効

果が大きいか・・・。

島崎議員に申し上げます、質疑の発言は起立をしてお願いします。議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。議 長（傳田創司君）

今島崎議員が言われることはお金の問題で議論しようとしているのでしょ町 長（鈴木和雄君）

うけれども、私自身はやはり「隗より始めよ」ということです。そういう精神の中で、今

いる４人でこれからの行財政改革をやって魅力ある町づくりをしますよという姿勢ですか

ら、その線で進めたいと思います。

質疑に答えてないんじゃん、それじゃぁ。答えてないよ。９ 番（島崎栄一君）

ほかに質疑はありませんか。議 長（傳田創司君）

９番島崎栄一君。

今質疑なんで、町長の意見を聞いてるんじゃないんですよ。だから、数字９ 番（島崎栄一君）

がどうなのか、多いのか、少ないのかということですから、そのことに答えてもらわない

と。２名欠員の方が行財政改革によりお金の面では結びつくんじゃないんですかっていう

ふうな質問なんですから、その数字ではそうかどうかっていう、その答えだけをもらえれ
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ばいいんで、いちいち町長の意見を聞くための質疑ではありません。間違えずに答えて下

さい。

町長鈴木和雄君。議 長（傳田創司君）

計算をしておりません。現状の条例と、改正の条例はお示しをしているわ町 長（鈴木和雄君）

けですから、島崎議員、貴方が自分で計算されたらいいのではないですか。

ほかに質疑はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１２号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

これより議案第１２号について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

９番島崎栄一君。

（９番 島崎栄一君登壇）

今回のですね、条例改正に反対の討論をしたいと思います。９ 番（島崎栄一君）

現在、みなかみ町がですね、非常に財政が厳しい、そのために給料カットもしなくちゃ

ならない、職員も５８で退職しなければならないというような状況になっていますけれど

も、現在のみなかみ町長は元新治村長、それから腰越助役は元水上町長ということで、こ

の財政に立ち入った責任は、ある意味半分以上その２人にあります、実際。

その責任を明確にするために、給料カットとかですね、その今財政が厳しいから、給料

カットということなのかもしれませんが、実際はですね、より責任をはっきりさせる、ま

たは行財政改革、お金の面でより節約するならですね、こういう給料カットということで

はなく、４月からですね、副町長、収入役については欠員ということでやった方がよりお

金が節約できます。

、 、 、４人を２０％ずつさらに減らすというのになれば パーセンテージで言えば２０ ２０

２０、２０の８０％ですけれども、今７０％貰っている助役、それから収入役が欠員とな

れば７０、７０の１４０％ですから、よりお金を節約できます。

今、みなかみ町ではですね、お金が足らない、１億も２億も足らないということですか

ら、よりお金が節約できる方策を取るべきであり、職員には給料カットではなく、５８の

、 、 、退職ということでお願いをしてあるわけですから 執行部もですね 給料カットではなく

欠員、退職するということで同様の責任の取り方をした方がきれいだと思います。

さらに風評被害という面でもですね、さらに５０％カットにしましたというよりは、静

かに欠員ということで、騒がずにやった方が、風評被害が起きないんじゃないかと思いま

す。

どちらにしても、１０万や２０万ですね、給料をカットしたところで取れる責任ではな

いと思いますので、このような条例は無意味ではないかと、この改正は無意味ではないか

と、よりお金を節約する意味では欠員という方策をぜひ取ってもらいたい、その方が町民

は風評被害というものを受けずに済むのではないかと思います。

以上、この条例に反対いたします。

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

１３番中村 正君。

（１３番 中村 正君登壇）

議案第１２号、みなかみ町特別職の職員の給与の特例に関する条例につい１ ３ 番（中村 正君）

て賛成の立場で討論いたします。
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先程来、風評被害等、河合議員の方からも出ましたけれども、当初私もその考えでおり

ました。そうした中、先程の町長の答弁の中で、とにかく４人の体制で頑張って行くんだ

という、そういう姿勢は分かるような気がいたしました。

そうした中、ただ今の島崎議員の反対討論の中には、３役の何か頭を削ってというよう

な意見でありましたけれども、島崎議員におかれましては、議員辞職勧告決議が可決され

た当事者であると思います。

そういった思いがあるならば、その辺を実行していただけたらと思います。

諸々を含めて賛成の立場で討論といたします。

ほかに討論はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１２号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第１２号、みなかみ町特別職の職員の給与の特例に関する条例についてを起立によ

り採決いたします。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数であります。議 長（傳田創司君）

、 、 、よって 議案第１２号 みなかみ町特別職の職員の給与の特例に関する条例については

可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１１ 議案第１３号 みなかみ町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例について

日程第１１、議案第１３号、みなかみ町特別職の職員で非常勤のものの報議 長（傳田創司君）

酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読をいたさせます。事務局。

（事務局朗読）

朗読が終了しましたので、町長より提案理由の説明を求めます。議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

議案第１３号についてご説明申し上げます。町 長（鈴木和雄君）

財政再建の取組みの一施策として、職員の勧奨退職を推進してきました。

そして、多くの職員からの協力が得られましたが、反面、その退職による事務の停滞も

懸念されるところであります。今後において、住民サービスの低下を防ぐためにも事務に

よっては、経験者を嘱託職員として雇用することも必要となりますので、その報酬の規定

を本条例に加えるものであります。

報酬額は、勤務日数、勤務条件等を加味しながら、月額１８万円を限度額とします。

よろしくご審議の上、ご決定下さいますようにお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。

町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより議案第１３号につい議 長（傳田創司君）

て質疑に入ります。質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１３号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）
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これより議案第１３号について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

（ なし」の声あり）「

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１３号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第１３号、みなかみ町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、議案第１３号、みなかみ町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例については原案のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１２ 議案第１４号 みなかみ町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

日程第１２、議案第１４号、みなかみ町職員の給与に関する条例の一部を議 長（傳田創司君）

改正する条例についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読をいたさせます。事務局。

（事務局朗読）

朗読が終了しましたので、町長より提案理由の説明を求めます。議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

議案第１４号についてご説明申し上げます。町 長（鈴木和雄君）

この条例改正は、人事院勧告に基づき実施するものであります。

本年度の人事院は、給料月額、期末勤勉手当についての改定はありませんでしたが、給

与構造改革として、管理職手当の支給について、管理職員の職務・職責を端的に反映でき

るように、定率制から定額制へ移行するよう、また、少子化対策が国全体で取り組まれて

いる中で、扶養手当における３人目以降の子の支給額を１千円引き上げて、現行５千円か

ら６千円にするよう勧告がされました。

給与に関しては、人事院勧告に基づき、改定をしてきており、今回もその意向に添って

実施していきたいと考えております。以上が概要であります。

よろしくご審議の上、ご決定下さいますようにお願い申し上げます。

町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより議案第１４号につい議 長（傳田創司君）

て質疑に入ります。質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１４号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

これより議案第１４号について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

（ なし」の声あり）「

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「
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ありませんので、これにて議案第１４号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第１４号、みなかみ町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についてを採

決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、議案第１４号、みなかみ町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いては原案のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１３ 議案第１５号 みなかみ町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を

改正する条例について

日程第１３、議案第１５号、みなかみ町職員の勤務時間、休暇等に関する議 長（傳田創司君）

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読をいたさせます。事務局。

（事務局朗読）

朗読が終了しましたので、町長より提案理由の説明を求めます。議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

議案第１５号についてご説明申し上げます。町 長（鈴木和雄君）

公務員の休息時間については、人事院規則の中で４時間の連続する勤務時間ごとに１５

分の休息時間を置かなければならない規定がありましたが、昨年の改正によって、この休

息時間の規定が廃止され、これに伴い所要の改正を行うものであります。

昼休み時間の６０分は、休息時間１５分と休憩時間４５分からなっていましたが、休息

時間の１５分が無くなることになります。

休憩時間の取り方の方法は、昼休みを４５分にして、勤務終了時刻を従来通り午後５時

１５分とする方法や、昼休みを６０分取り、勤務終了時刻を１５分延長して、午後５時３

０分とする方法、若しくは、勤務開始時刻を１５分早め８時１５分とする方法など、いく

つか考えられますが、利根沼田は同じくして、昼休みを４５分、勤務終了時刻は今までと

同様の午後５時１５分とする考えであります。なお、実施日は本年４月１日からでありま

す。

また、育児・介護を行う職員の、早出・遅出勤務ができる対象範囲が、今までの小学校

就学前の子のある職員に限られていましたが、育児休業法に基づく、放課後児童育成事業

を行う施設へ子を出迎えする職員にも適用されることになりました。

いずれにしても、人事院規則改正に伴う条例改正であります。

よろしくご審議の上、ご決定下さいますようにお願い申し上げます。

町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより議案第１５号につい議 長（傳田創司君）

て質疑に入ります。質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１５号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

これより議案第１５号について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。
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（ なし」の声あり）「

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１５号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第１５号、みなかみ町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、議案第１５号、みなかみ町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例については原案のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１４ 議案第１６号 みなかみ町猿ヶ京温泉交流公園条例の一部を改正する条例

について

議案第１７号 みなかみ町営温泉センター｢三峯の湯｣条例の一部改正する

条例について

日程第１４、議案第１６号、みなかみ町猿ヶ京温泉交流公園条例の一部を議 長（傳田創司君）

改正する条例について、議案第１７号、みなかみ町営温泉センター「三峯の湯」条例の一

部改正する条例について、以上２件を一括議題といたします。

事務局に議案の朗読をいたさせます。事務局。

（事務局朗読）

朗読が終了しましたので、町長より一括して提案理由の説明を求めます。議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

お許しを頂きましたので、議案第１６号、議案第１７号について一括して町 長（鈴木和雄君）

提案理由のご説明を申し上げます。

まず、議案第１６号について申し上げます。

この条例は、住民の健康維持増進及び生涯学習や芸術文化の振興並びに猿ヶ京温泉の活

性化を目的としておりますが、利用料金において、芝居小屋「でんでこ座三国館」の冷暖

房使用料金が一定額となっております。

灯油を燃料とする設備でありますが、昨今の灯油価格の変動から、このままでは施設管

理者に多大の負担を強いることになり、適正な管理運営に支障をきたすことが懸念されま

す。また、灯油価格の変動は、今後も予想されますので、この際、実費による額と改める

ものであります。

次に議案第１７号についてご説明を申し上げます。

、 、この条例は 住民福祉の向上及び健康の保持増進並びに地域の活性化を目的としており

内容は、他の温泉施設と同様でありますが、利用料において、７５歳未満の老人は１００

、 、 。円 ７５歳以上の老人は無料であり 他の温泉施設料金と著しく整合性を欠いております

また、町内者においては、町外者と比べて、低価格な料金設定をし、格差を設けていま

すので、この際７５歳未満及び７５歳以上の老人については大人料金に統一するものであ

ります。以上が概要であります。よろしくご審議の上、ご決定下さいますようにお願い申
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し上げます。

町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより質疑に入ります。議 長（傳田創司君）

まず、議案第１６号について、質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１６号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第１７号について質疑に入ります。質疑はありませんか。

７番原澤良輝君。

改正で値段は同じですけれども、対象者が増えると思うのですが、どのく７ 番（原澤良輝君）

らいの増収を予定していますか。

観光商工課長阿部一司君。議 長（傳田創司君）

（観光商工課長 阿部一司君登壇）

ただ今のご質問は、三峯の湯の料金についてでございますね。観光商工課長（阿部一司君）

料金がいくら増収になるかということでありますが、それについては実は計算はしてお

りません。ただ実態といたしまして、三峯の湯の利用者は約半数が老人と言われる方でご

ざいます。よろしいでしょうか。

ほかに質疑はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１７号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

これより議案第１６号について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

（ なし」の声あり）「

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１６号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第１６号、みなかみ町猿ヶ京温泉交流公園条例の一部を改正する条例についてを採

決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、議案第１６号、みなかみ町猿ヶ京温泉交流公園条例の一部を改正する条例につ

いては原案のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

これより議案第１７号について討論に入ります。議 長（傳田創司君）

まず、反対討論の発言を許します。

７番原澤良輝君。

（７番 原澤良輝君登壇）

議案第１７号、みなかみ町営温泉センター「三峯の湯」条例の一部を改正７ 番（原澤良輝君）

について反対討論を行います。

先程質疑したとおり、これでどのくらい増収になるかということは検討していないとい

うことだそうです。実際は財政が厳しいということがあると思いますけれども、大峰山の

サイクルスポーツセンターの借入金の損失補填に３月補正で３，８００万円を追加して、
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当初と合わせて５千万円を計上しております。

また、ノルン水上スキー場の損失補填に同じく１，４４０万円計上しております。

これは町の責任ということで、損失補填だけで今期３月議会に関係しても、約６，４４

０万円を払っていることになります。

財政逼迫の原因を、老人にしわ寄せするようなことは許されないのではないかと思いま

す。無いのは金でなくて、知恵であるということが言われますけれども、老人に優しい知

恵を出すように求めまして本条例の改正案に反対をいたします。

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ほかに討論はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１７号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第１７号、みなかみ町営温泉センター「三峯の湯」条例の一部を改正する条例につ

いてを起立により採決いたします。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数であります。議 長（傳田創司君）

よって、議案第１７号、みなかみ町営温泉センター「三峯の湯」条例の一部を改正する

条例については、可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

この際休憩いたします。１３時０５分より再開いたします。議 長（傳田創司君）

（１２時０２分 休憩）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

（１３時０５分 再開）

休憩前に引き続き会議を再開いたします。議 長（傳田創司君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１５ 議案第１８号 みなかみ町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例について

日程第１５、議案第１８号、みなかみ町小口資金融資促進条例の一部を改議 長（傳田創司君）

正する条例についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読をいたさせます。事務局。

（事務局朗読）

朗読が終了しましたので、町長より提案理由の説明を求めます。議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

議案第１８号についてご説明申し上げます。町 長（鈴木和雄君）

回復の兆しがあるとはいえ、依然厳しい経済情勢の影響により、中小企業者にあっては

売り上げ等の減少や既存債務の返済負担が重くなっている状況にあります。

このため群馬県では支援策として、制度融資の借り換え制度を平成１９年度についても

継続することになりました。

みなかみ町小口資金融資促進条例も群馬県と連携していることから、平成１９年度にお

いても借り換え制度を継続するため、一部改正の必要が生じたものであります。
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よろしくご審議の上、ご決定下さいますようにお願い申し上げます。

町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより議案第１８号につい議 長（傳田創司君）

て質疑に入ります。質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１８号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

これより議案第１８号について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

（ なし」の声あり）「

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１８号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第１８号、みなかみ町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例についてを採決

いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、議案第１８号、みなかみ町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例につい

ては原案のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１６ 議案第１９号 利根西部福祉作業所条例の一部を改正する条例について

日程第１６、議案第１９号、利根西部福祉作業所条例の一部を改正する条議 長（傳田創司君）

例についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読をいたさせます。事務局。

（事務局朗読）

朗読が終了しましたので、町長より提案理由の説明を求めます。議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

議案第１９号についてご説明申し上げます。町 長（鈴木和雄君）

障害者自立支援法は、平成１８年４月に施行され、同時に公費負担医療の見直し、障害

福祉サービスの利用者負担の見直し等が実施され、本年４月からは「地域生活支援事業」

の中で「地域活動支援センター」の設置が法定化をされております。

これによって、現在の利根西部福祉作業所を「地域活動支援センター」に移行をするた

めの条例の一部改正をお願いするものであります。

改正内容は、１点目が現行条例、第１条の「知的障害者及び身体障害者」に加え 「精神、

障害者」の文言を加えるものでありますが、国の基本指針の中で、退院可能精神障害者の

地域生活への移行が義務づけられておりますので、基本指針に対応し、地域生活への移行

を支援するための改正であります。

２点目は 「福祉作業所」から「地域活動支援センター」への名称変更であります。、

また、定員につきましては、１５名定員から２０名定員に変更する要綱の改正を現在進

めております。

障害のある人が自立した生活、社会生活を営むことができるよう創意工夫により、地域
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の特性を踏まえて、利用者の状況に応じて柔軟に障害福祉サービスの円滑な利用促進を進

めていきたいと考えております。以上が概要であります。

よろしくご審議の上ご決定下さいますようにお願い申し上げます。

町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより議案第１９号につい議 長（傳田創司君）

て質疑に入ります。質疑はありませんか。

３番林 一彦君。

この条例の一部改正については、私は大賛成で有り難い改正だと思ってお３ 番（林 一彦君）

ります。この変更の中の精神障害者という文言が入る理由について、今町長の方から説明

がございましたけれども、精神障害者を加えるまでの経緯、または理由についてもう少し

詳しくお聞かせ下さい。

保健福祉課長原澤和己君。議 長（傳田創司君）

（保健福祉課長 原澤和己君登壇）

精神障害者の方を加えた経過でございますが、まず障害者自立支援法保健福祉課長（原澤和己君）

によりますと、全体的なシステムとして、介護給付等の自立支援給付と相談支援事業であ

りますとか、コミュニケーション支援事業、このような地域生活支援事業の、この２本に

よって構成をされております。

その中で精神障害、地域生活支援事業については、地域生活支援事業の中で、地域活動

支援センターというのが、先程町長の提案理由にもありましたが、法定化をされておりま

す。この中で現在、町で障害者福祉計画を策定しております。その中に地域活動支援セン

ターの設置を義務づけているわけでありますが、今回、障害者支援センターについては、

身体障害、知的障害、また精神障害のある方達に対して、創作活動でありますとか、生産

活動の機会の提供と、社会の交流を実施していくことが策定として上げられております。

また、精神障害者の方につきましては、国の基本指針の中に、平成２４年までに精神科

病院の入院患者の内、退院可能な精神障害者の方でございますが、これらの解消を目指す

ことが基本指針として上げられております。

これによりまして、町の障害福祉計画の中にも現在、数値目標を上げております。

現在、協議中ですが、数値目標として１２名の方を地域支援をしていく、これが数値目

標としてありますので、この数値目標に上げた計画の数値だけで終わらないためにも、今

回、福祉作業所に受け入れ基盤の整備をいたしまして、受け入れ体制の第一歩としての条

例改正をしたものでございます。

ほかに質疑はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１９号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

これより議案第１９号について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

（ なし」の声あり）「

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第１９号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第１９号、利根西部福祉作業所条例の一部を改正する条例についてを採決いたしま

す。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。
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（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、議案第１９号、利根西部福祉作業所条例の一部を改正する条例については原案

のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１７ 議案第２０号 みなかみ町生きがい対応型デイサービス事業費用徴収条例

の一部を改正する条例について

日程第１７、議案第２０号、みなかみ町生きがい対応型デイサービス事業議 長（傳田創司君）

費用徴収条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読をいたさせます。事務局。

（事務局朗読）

朗読が終了しましたので、町長より提案理由の説明を求めます。議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

議案第２０号について、ご説明申し上げます。町 長（鈴木和雄君）

はじめに本条例の改正案は、題名及び条例中の事業名称の変更及び利用者からの費用徴

収額について、その金額を改定するものであります。

事業名称の変更については、介護保険法の改定に伴い、本事業が従来の高齢者福祉施策

。から介護保険事業の介護予防事業に位置づけられたことによる事業名称の変更であります

費用徴収額の改定については、現在の利用者負担は、平成１２年の介護保険制度開始時

に示されたディサービスの報酬単価を参考に定められた委託費の１割相当の金額でありま

。 、 。す 現在まで介護保険制度の負担額が改定されても 据え置かれてきた経緯がございます

、 、 「 」、今回 新たな介護予防事業では 従来の生きがいディサービスに 運動器の機能の向上

「栄養改善 「口腔機能の向上」などの介護予防プログラムが新たに加わったことによる」、

委託費の単価変更を余儀なくされ、その１割相当について、利用者にご負担をお願いする

ものであります。以上が概要であります。よろしくご審議の上、ご決定下さいますように

お願い申し上げます。

町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより議案第２０号につい議 長（傳田創司君）

て質疑に入ります。質疑はありませんか。

７番原澤良輝君。

名前の改正の方は結構なのですが、費用の方が改正されますけれども、こ７ 番（原澤良輝君）

の改正でどのくらい増収を見込んでいるのか教えてもらいたいと思います。

保健福祉課長原澤和己君。議 長（傳田創司君）

（保健福祉課長 原澤和己君登壇）

まず第一点に費用の増収というものは考えてございません。保健福祉課長（原澤和己君）

まず費用設定の根拠単価でありますが、今回５５０円にする内容でありますが、従来の

４９０円については、従来の要支援の方が、介護保険の制度の成立時の単価を使用したも

のでございますが、今回５５０円については要支援、今回新しく介護保険制度になった要

支援１の方が月４回、週１回の利用を考えまして、これが新しい介護保険制度の中で１月

当たり２万２，２６０円という単価でございます。これに例えば４回使用した場合、１回

当たりが５，５６５円に設定をされます。この５，５６５円の一割として５５０円に設定
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をさせて頂きました。

それと３５０円の改正でありますが、これも要支援１の方を対象といたしまして、積算

をしてございます。５，５６５円に、今回の介護保険制度の中で算定項目の調整率という

のがございます。これが７０％の調整率でありますので、５，５６５円に調整率の７０％

を乗じてあります。この乗じたものが３，８９５円でありますが、これに例えば今、この

サービスをした場合に、通常の施設とは比較した場合に、社会福祉協議会に委託をしてお

りますので１０％程の設備が整った施設とは、１０％程減額をさせて頂きまして、これに

１０％の減額をしまして３，５０５円、これの一割として３５０円を今回改正をさせてい

ただくものでございます。

それと現在の利用者数でありますが、町に６５歳以上の方が６，８００名ほど該当者が

おられます。この中で昨年の実績ですが、６０名ほどの方、約１％ほどですが、利用をさ

れておられます。ですから単純に６０名に乗じて頂ければ、数字的なものは出てくるかと

は思いますが、以上でございます。

ほかに質疑はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２０号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

これより議案第２０号について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

７番原澤良輝君。

（７番 原澤良輝君登壇）

議案第２０号、みなかみ町生きがい対応型デイサービス事業費用徴収条例７ 番（原澤良輝君）

の一部を改正する条例について反対討論を行います。

６０人の利用ということなのですけれども、値上げしても大した費用にはならないとい

うふうに考えます。町もいろいろ財政で大変なことだと思いますけれども、６５歳以上の

老人の方というのは日本の歴史というんですかね、今までの私たちの生活基盤を作ってく

れた人だというふうに感謝をしております。

いろいろ大変なことだと思いますけれども、今回の３月補正予算でも、町の歳出、町の

損失補填がですね、６千万円近く支払っております。こういうふうなものを上手く振り当

てて、老人に優しい知恵を出すような予算の組み立てをお願いして、この改正案に反対を

させて頂きます。よろしくお願いします。

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

３番林 一彦君。

（３番 林 一彦君登壇）

議案第２０号、みなかみ町生きがい対応型デイサービス事業費用徴収条例３ 番（林 一彦君）

の一部を改正する条例について賛成の立場で討論を行います。

今年度より介護保険制度の中に介護予防の観点から、地域支援事業が創設されました。

この地域支援事業は、介護が必要となってから求められる給付サービスのような受動型

の施策から、介護が必要とならないようにというように、従来の介護保険制度から一歩踏

み出した能動型の施策と言えます。

この事業の根幹をなす２つの事業といたしまして、一つは包括的支援事業であり、そし

てもう一つは特定高齢者施策事業であると聞いております。

その中でも、特定高齢者施策事業として、最も力点を置いている事業が今回一部改正さ
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れる通所型介護予防事業であります。

本事業は、従来の生きがい対応型ディサービス事業の見直しを図り、介護予防プログラ

ムを新たに加え、その人に合った予防目標を設定することにより、通所を通じて健康的な

体が少しでも長く保つことが出来るものと考えます。

とは言え、新たな予防事業を組み入れることにより、人件費などが嵩み、サービスコス

トが値上げとなってしまうことも事実であります。

でありますけれども、今回の改正については、これらのサービスコストと利用者、負担

額の値上げ幅を最小限にとどめ、より効果的な事業を遂行する上での措置として、やむを

得ない改正ではないかと思います。

また委託料と負担金が今まで７年間にわたりまして、値上げを据え置いてきたことにつ

いても勘案しなければならないと考えております。

このような理由から、私は本条例の改正案に賛成し、通所型介護予防事業のさらなる拡

充を切に望むところであります。以上申し上げまして賛成討論を終わります。

ほかに討論はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２０号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第２０号、みなかみ町生きがい対応型デイサービス事業費用徴収条例の一部を改正

する条例についてを起立により採決いたします。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数であります。議 長（傳田創司君）

よって、議案第２０号、みなかみ町生きがい対応型デイサービス事業費用徴収条例の一

部を改正する条例については、可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１８ 議案第２１号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について

議案第２２号 群馬県市町村会館管理組合の規約変更に関する協議について

議案第２３号 利根沼田広域市町村圏振興整備組合の規約変更に関する協議

について

議案第２４号 利根沼田学校組合の規約変更に関する協議について

日程第１８、議案第２１号、群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関す議 長（傳田創司君）

る協議についてから、議案第２４号、利根沼田学校組合の規約変更に関する協議について

までは、関連する議題でありますので、以上４件を一括議題といたします。

事務局に議案の朗読をいたさせます。事務局。

（事務局朗読）

朗読が終了しましたので、町長より一括して提案理由の説明を求めます。議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

お許しを頂きましたので議案第２１号から議案第２４号まで一括して提案町 長（鈴木和雄君）

理由の説明を申し上げます。

まず、議案第２１号、群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議についてであ
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りますが、地方自治法の改正に基づき規定を整備するもので 「収入役」を「会計管理者」、

に改めるものであります。

また、本組合の組織団体である「多野郡町村会館管理組合 「藤岡、吉井環境衛生事務」、

組合」及び「渋川交通災害共済組合」が、平成１９年３月３１日限りで解散し、同日限り

で「多野藤岡医療事務市町村組合」が常勤の職員に係わる退職手当の支給事務の共同処理

を取り止め、平成１９年４月１日から、渋川地区広域市町村圏振興整備組合が、消防団員

又は消防吏員に対する賞じゅつ金支給事務の共同処理を開始いたします。

これらのことに伴い、組織団体を表示している別表第１及び共同処理をする事務を規定

している別表第２について所要の改正をするものであります。

次に議案第２２号、群馬県市町村会館管理組合の規約変更に関する協議については、地

方自治法の改正により「収入役」を「会計管理者」に改正するもので、平成１８年１０月

１日から榛名町が高崎市に編入されたことに伴い、群馬郡榛名町の項目を削る規約改正で

あります。

なお、本来ですと合併前に規約変更を行うべきですが、この改正は合併後６ヶ月を経過

する日までに行う合併特例法の一部事務組合の特例を適用し、今回の協議を行っておりま

すことを申し添えます。

次に、議案第２３号、利根沼田広域市町村圏振興整備組合の規約変更について及び議案

第２４号、利根沼田学校組合の規約変更に関する協議についてですが、これも前２議案と

同様に、地方自治法の改正に伴い、収入役制度を廃止し 「会計管理者」を置く規約改正で、

あります。

それぞれの組合から協議がありましたので、地方自治法第２９０条の規定により議会の

議決を求めるものであります。よろしくご審議の上、ご決定下さいますようにお願い申し

上げて提案理由の説明といたします。

町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより質疑に入ります。議 長（傳田創司君）

まず、議案第２１号、群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について、質

疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２１号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第２２号、群馬県市町村会館管理組合の規約変更に関する協議について、質

疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２２号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第２３号、利根沼田広域市町村圏振興整備組合の規約変更について、質疑は

ありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２３号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第２４号、利根沼田学校組合の規約変更に関する協議について、質疑はあり

ませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２４号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

これより議案第２１号、群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について討

論に入ります。
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まず、反対討論の発言を許します。

（ なし」の声あり）「

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２１号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第２１号、群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議についてを採決いた

します。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

、 、 、よって 議案第２１号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議については

原案のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

これより議案第２２号、群馬県市町村会館管理組合の規約変更に関する協議 長（傳田創司君）

議について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

（ なし」の声あり）「

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２２号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第２２号、群馬県市町村会館管理組合の規約変更に関する協議についてを採決いた

します。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、議案第２２号、群馬県市町村会館管理組合の規約変更に関する協議については

原案のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

これより議案第２３号、利根沼田広域市町村圏振興整備組合の規約変更に議 長（傳田創司君）

関する協議について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

（ なし」の声あり）「

次に、賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２３号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第２３号、利根沼田広域市町村圏振興整備組合の規約変更に関する協議についてを

採決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、議案第２３号、利根沼田広域市町村圏振興整備組合の規約変更に関する協議に
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ついては原案のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

これより議案第２４号、利根沼田学校組合の規約変更に関する協議につい議 長（傳田創司君）

て討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

（ なし」の声あり）「

次に賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２４号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第２４号、利根沼田学校組合の規約変更に関する協議についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、議案第２４号、利根沼田学校組合の規約変更に関する協議については原案のと

おり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１９ 議案第２５号 三峯山トンネルの電気設備の維持管理に係る事務の委託に関する

規約の決定に関する協議について

日程第１９、議案第２５号、三峯山トンネルの電気設備の維持管理に係る議 長（傳田創司君）

事務の委託に関する規約の決定に関する協議についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読をいたさせます。事務局。

（事務局朗読）

朗読が終了しましたので、町長より提案理由の説明を求めます。議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

議案第２５号についてご説明申し上げます。町 長（鈴木和雄君）

三峰山トンネルは、利根沼田農用地総合整備事業所で新設をした望郷ラインであり、こ

の望郷ラインは本町と沼田市にまたがるトンネル内の電気設備等は構造上一体的な維持管

理が必要であります。旧月夜野区域に属する部分の業務を集中管理のある沼田市に委託す

るものであります。

町村合併により、改めてみなかみ町として、事務の委託を行う必要が生じましたので、

提案した次第であります。よろしくご審議の上ご決定下さいますようにお願い申し上げま

す。

町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより議案第２５号につい議 長（傳田創司君）

て質疑に入ります。質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２５号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

これより議案第２５号について討論に入ります。

まず、反対討論の発言を許します。

（ なし」の声あり）「
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次に賛成討論の発言を許します。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２５号の討論を終結いたします。議 長（傳田創司君）

議案第２５号、三峯トンネルの電気設備の維持管理に係る事務の委託に関する規約の決

定に関する協議についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって、議案第２５号、三峯トンネルの電気設備の維持管理に係る事務の委託に関する

規約の決定に関する協議については原案のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２０ 議案第２６号 平成１８年度みなかみ町一般会計補正予算（第５号）について

議案第２７号 平成１８年度みなかみ町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

について

議案第２８号 平成１８年度みなかみ町老人保健特別会計補正予算（第４号）

について

議案第２９号 平成１８年度みなかみ町介護保険特別会計補正予算（第４号）

について

議案第３０号 平成１８年度みなかみ町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

について

議案第３１号 平成１８年度みなかみ町下水道事業特別会計補正予算（第５号）

について

議案第３２号 平成１８年度みなかみ町水道事業会計補正予算（第３号）について

議案第３３号 平成１８年度みなかみ町自家用有償バス事業特別会計補正予算

（第２号）について

議案第３４号 平成１８年度みなかみ町スキー場事業特別会計補正予算（第１号）

について

議案第３５号 平成１８年度みなかみ町温泉事業特別会計補正予算（第３号）

について

日程第２０ 議案第２６号 平成１８年度みなかみ町一般会計補正予算 第議 長 傳田創司君（ ） 、 、 （

５号）についてから、議案第３５号、平成１８年度みなかみ町温泉事業特別会計補正予算

（第３号）についてまでは、関連する議題でありますので、以上１０件を一括議題といた

します。

事務局に議案の朗読をいたさせます。事務局。

（事務局朗読）

朗読が終了しましたので、町長より一括して提案理由の説明を求めます。議 長（傳田創司君）

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

議案第２６号から、議案第３５号まで一括して、ご説明申し上げます。町 長（鈴木和雄君）

まず最初に、 は、議案第２６号、平成１８年度みなかみ町一般会計補正予算（第５号）
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既定の予算に歳入歳出それぞれ５億２，７７０万円を追加し、予算の総額を１５２億８，

０８０万円とするものであります。

歳入では、町税３億２，９７３万円の増は、民事再生法の決定を受けた企業からの固定

資産税と都市計画税の滞納繰越分であります。

地方交付税７，６８０万１千円の増、分担金及び負担金１，０８９万８千円の減は、保

育園児の減少によるものであります。

使用料及び手数料８７１万円の減、国庫支出金１億７，６４６万円の増は、合併補助金

１億６，８００万円が増加理由であります。県支出金６３２万８千円の減、繰入金４，４

３５万３千円の増は、財政調整基金及び教育環境整備基金からの繰入を３，８８８万８千

、 ，円戻し 老人保健特別会計から１７年度決算剰余金及び医療費国庫負担金追加交付分の８

３２４万１千円を繰り入れるものであります。町債７，３００万円の減は、各建設事業費

の決定に伴い減額するものであります。

、 ， 、 、歳出の主なものは ２款総務費５億４ ４６８万５千円の増額は 情報政策費において

合併補助金により電算システムの統合費用を１億５，４２９万８千円、固定資産税及び都

市計画税の滞納繰越分による収入分を減債基金に３億３，３００万円積み立てます。

これは歳入で申し上げましたとおり、民事再生法の決定を受けた企業からの納付分であ

りまして、今後、起債の償還や新規事業の財源として備えます。

財産管理費の本庁舎改修事業費１，４０９万７千円の減額は、翌年度に実施を先送りに

したことによるものであります。企画費の地域づくり費で、水上リゾート開発株式会社損

失補償として、１，４４０万円を計上しました。

３款民生費では、１万２千円の増額補正であります。後期高齢者医療制度保険料徴収シ

ステム開発委託料で、１，３３１万１千円の増額であります。それ以外は、各種事業の予

算の更正となっております。４款衛生費は１２７万３千円の減額補正であります。

国民健康保険特別会計への繰出金３，４５０万１千円の増額補正が主で、その他は、予

防接種、検診委託料の減額であります。

アメニティパーク管理費では、ＲＤＦ搬出と灯油の高騰による差額分４，１４６万円の

増額と、固形燃料化及び利用施設補修工事費と、し尿処理施設点検整備委託料の減額によ

り、２，３３６万４千円の減額補正であります。

６款農林水産業費は１，８７６万４千円の減額補正で、農業共済事業事務費負担金をは

。 、じめとする各種事業の更正によるものであります 資源リサイクルセンター費については

搬入される牛糞の減少により、歳入で使用料１，５１９万円の減額、これに伴い歳出で管

理運営委託料を５００万円減額いたしました。収支改善については、早急に対処しなけれ

ばならないところであります。

、 、 ， 。８款土木費では 道路橋梁費を中心として ２ ４３８万８千円の減額補正であります

、 、 ， 、道路橋梁総務費で 合併補助金による道路台帳補正業務委託料として １ ９００万円

都市計画総務費で、同じく合併補助金による都市計画図作成委託料２，２００万円の増額

補正、道路新設改良費の粟沢西線無散水工事等で１，６６９万４千円と、除雪費で暖冬に

よる道路除雪委託料２，２６０万円の減額が主なものであります。

１３款諸支出金で、３，８０３万８千円の増額補正は、群馬サイクルスポーツセンター

借入金損失補償費の残金３，８０３万８千円を群馬銀行へ一括返還するものであります。

次に、第２表継続費補正は、新治統合小学校建設事業の平成１９年度以降の事業費を補

正するものであります。
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第３表繰越明許費は、情報政策事業をはじめとした合併補助金で実施する事業３件、レ

イクリゾート事業は、国土交通省と事業を同時進行するためであります。

中山間地域総合整備事業水上中央地区大湯用水、道路橋梁費では、原～洞線洞橋耐震補

、 。強工事及び町道勝～浜線子持橋架け替え工事は ＪＲとの協議が整わないためであります

まちづくり交付金事業は、忠霊塔線無散水消雪工事等であります。

また、第４表地方債補正は、各建設事業費の確定により増減額を補正しました。

議案第２７号、平成１８年度町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について次に

ご説明申し上げます。

まず歳出でありますが、増額補正につきましては総務管理費、療養諸費、高額療養費、

基金積立金、諸支出金の計１億６，５６４万１千円で、主に療養給付費、高額医療費の増

加分と、１７年度国庫負担金の超過交付分の返還金の増額であります。

減額補正につきましては徴税費、出産育児諸費、葬祭費、老人保健拠出金、共同事業拠

出金、保健事業費の計１億８，８０３万３千円で、主に老人保健拠出金と共同事業拠出金

の減額であります。

、 、 、 、 、次に 歳入の増額補正につきましては 国民健康保険税 療養給付費交付金 県補助金

財産運用収入、他会計繰入金、延滞金などの計７，８３２万６千円で、主に滞納繰越分の

国保税、退職被保険者分療養給付費の増額に応じた療養給付費交付金、一般会計からの保

険基盤安定繰入金、財政安定化支援事業繰入金の増額であります。

減額補正につきましては、共同事業交付金の１億７１万８千円で、保険財政共同安定化

事業交付金の交付見込みによる減額であります。

したがいまして、歳入歳出それぞれ２，２３９万２千円を減額し、歳入歳出それぞれ２

５億３，１４２万８千円とするものであります。

次に ご説明議案第２８号、平成１８年度老人保健特別会計補正予算（第４号）について

申し上げます。

まず歳出でありますが、総務管理費、医療諸費、繰出金の計２億２６８万５千円の増額

補正で、主に医療給付費増加分と、１７年度決算剰余金、１７年度国庫負担金等の追加交

付分の一般会計への返還分の増額補正であります。

次に歳入につきましては、支払基金交付金、国庫負担金、県負担金、一般会計繰入金、

繰越金、雑収入の計２億３１６万円の増額で、医療諸費の増加による支払基金・国・県・

町それぞれの負担分の増加と、一般会計へ返還する繰越金の補正であります。

国庫補助金４７５千円の減額については、レセプト点検の対象補助事業費の減額分であ

ります。補正額につきましては、歳入歳出それぞれ２億２６８万５千円を増額し、歳入歳

出それぞれ２８億８８６万円とするものであります。

次に、 、ご議案第２９号、平成１８年度介護保険特別会計補正予算（第４号）について

説明申し上げます。

既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ４，３８９万９千円減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６億９３９万１千円とするものであります。

また、今回補正をお願いする事業費の中の一部について、繰越明許費として予算計上を

お願いするものであります。歳入歳出の補正内容について申し上げます。

歳入の主な補正内容は、保険料２０２万１千円の増額、国庫支出金３，４７５万５千円

の減額、支払基金交付金２，８７４万円の減額、県支出金３，２５７万８千円の増額、繰

入金１，５０３万円の減額であります。
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また、歳出の主な補正内容は、総務費１１万５千円の減額、保険給付費４，１１３万５

千円の減額、地域支援事業費２６７万６千円の減額となっております。

次に繰越明許費について、ご説明申し上げます。１款１項 総務管理費に平成２０年度よ

り制度化される後期高齢者医療制度の準備作業となるシステムの変更費として１０７万１

千円を新たに計上させて頂きました。

この事業は、国庫補助事業により当年度実施予定でありますが、システム開発期間を勘

案すると、年度内の事業の完了が見込めないことから、事業費を明許繰越するものであり

ます。

、 、次に 議案第３０号 平成１８年度簡易水道事業特別会計補正予算 第３号 について、 （ ）

ご説明申し上げます。

今回の補正は、既決の予算に歳入歳出それぞれ６９１万円減額し、予算の総額を歳入歳

出それぞれ２億９１９万８千円とするものであります。

まず歳出から主なものを申し上げますと、１款簡易水道費４８１万３千円は、修繕料及

び認可変更委託料の減額であり、２款施設費２０９万７千円は、工事設計委託料及び工事

費の減額であります。

歳入については、１款使用料及び手数料７４０万円は、今までの調定額を基にしての減

額であり、７款繰入金１００万円は、使用料の減少に伴い財源に充てるため一般会計から

の繰入金であります。

次に、 、議案第３１号、平成１８年度下水道事業特別会計補正予算（第５号）について

ご説明申し上げます。

今回の補正は、既決の予算から歳入歳出それぞれ７３９万１千円減額し、予算の総額を

歳入歳出それぞれ１０億７，８４１万９千円とするものであります。

まず歳出の主なものを申し上げます。２款下水道事業費の公共下水道建設事業費の減額

４８３万円は、工事請負費の減額であります。

２目公共下水道維持管理費の減額７３万２千円は、ポンプ場管理委託料及びポンプ取り

替え工事費等の減額であります。

２款３項流域下水道費１目の減額３８８万１千円は、建設負担金の減額であります。２

款３項２目の増額７８４万６千円は、維持管理費負担金の増額であります。

次に歳入の主なものを申し上げます。９款町債の減額５５０万円は、流域下水道事業債

等の減額であります。

次に繰越明許費について、説明申しあげます。２款１項の管路布設替工事は、群馬県が

実施する恋沢砂防事業に伴うものであり、翌年度に繰り越して行う事業であるため、計上

するものであります。

次に、 ご説明議案第３２号、平成１８年度水道事業会計補正予算（第３号）について、

申しあげます。

、 、 、 ，今回の補正は 既決予算の収益的収支では 支出を３１０万４千円減額し 総額２億８

１０８万円に、収入を５９０万８千円減額し、総額２億６，２２６万６千円に、資本的収

支では、支出を２，５１８万６千円減額し、総額１億２，１７７万２千円に、収入を２，

０９７万４千円減額し、総額３，４３２万７千円とするものであります。

まず、収益的支出の主なものを申し上げますと、上水道事業では、原水及び浄水費で水

質検査手数料の精査による減額、総係費では、備消耗品、報酬の減額、その他営業費用の

材料売却原価の増額であります。営業外費用では、支払利息の一時借入金利息の減額であ
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ります。

収益的収入では、上水道事業の水道使用料の減額、その他営業収益では、加入金の増額

であります。

次に、資本的支出では、川上増圧ポンプの増圧計画業務委託の増額、工事請負費は、上

の平浄水場改修工事データーロガ更新等月夜野地区施設を含め再検討するため、見送りに

よる減額であります。

簡易水道事業で施設改良工事費、湯ノ小屋の新源水水管橋改修工事延期によるための減

額補正であります。

資本的収入では、上水道事業で工事減による企業債の減額、大穴地区農道整備配水管布

設替工事精算による工事負担金の減額、簡易水道事業で湯ノ小屋の新源水水管橋改修工事

延期による企業債の減額であります。

議案第３３号、平成１８年度自家用有償バス事業特別会計補正予算（第２号）に次に、

ご説明申し上げます。ついて

今回の補正は、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ９４万円を減額し、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ９２４万円とするものであります。

最初に歳出についてでありますが、バス購入について安くて良い中古車が購入できまし

たので９４万円減額するものであります。

歳入につきましては、バス使用料が減少していることに伴い３３万２千円を減額し、バ

ス購入に伴う県補助金が確定しましたので、２１万２千円を増額します。基金繰入金はバ

ス購入費が減少しましたので、８２万円減額するものであります。

ご説明議案第３４号、平成１８年度スキー場事業特別会計補正予算（第１号）について

を申し上げます。

今回の補正は、暖冬の影響により営業期間が通年の３分の１程度の期間で終了となった

ことから、歳入歳出それぞれ７４７万３千円を減額し、歳入歳出予算の総額を１，４１２

万６千円とするものであります。

歳入では、１目使用料でリフト等の使用料８０８万６千円を減額し、２目事業収入で、

食堂及び売店売上で３８８万円を減額し、一般会計より４５０万円を繰入れるものであり

ます。

歳出では、事業費で賃金４００万円、報償費２０万円、燃料費・材料費等８０万円、役

務費１５万円、除雪委託料３０万円、食堂原材料費等１７０万円、公課費４２万９千円を

それぞれ減額し、旅費５千円、使用料及び賃借料７万６千円、スキー場連絡協議会負担金

の不足分２万５千円をそれぞれ増額するものであります。

ご説明申議案第３５号、平成１８年度温泉事業特別会計補正予算（第３号）について、

し上げます。今回の補正は、歳入歳出それぞれ１，９６２万９千円を減額し、歳入歳出予

算の総額を３，６５６万２千円とするものであります。

まず、歳出の主なものですが、配管等の大きな修理がなかったことから、修繕料３４９

万４千円の減額、町営第１号源泉掘削工事については、申請手続きが間に合わなかったこ

とから、委託料２３０万円及び工事請負費１，３００万円を減額するものであります。

歳入につきましては、源泉掘削工事が実施できなかったため、基金繰入金１，９６２万

９千円を減額するものであります。

以上１０件一括して提案理由を説明をさせていただきました。よろしくご審議の上ご決

定下さいますようにお願い申し上げます。
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町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより質疑に入ります。議 長（傳田創司君）

質疑は簡明に願います。

まず、議案第２６号、平成１８年度みなかみ町一般会計補正予算（第５号）について、

質疑はありませんか。

７番原澤良輝君。

１３款諸収入、諸支出金のところで、サイクルスポーツセンターの損失補７ 番（原澤良輝君）

填金３，８００万円を一括で返還することになっておりますけれども、その理由をお聞か

せ下さい。

財政課長木村一夫君。議 長（傳田創司君）

（財政課長 木村一夫君登壇）

１３款群馬サイクルスポーツセンターの損失補償の関係についてですが、財政課長（木村一夫君）

旧新治はすでに支払っておりまして、月夜野町分と水上町分が残っております。

元金利息を含めまして、３，８０３万８千円、これは今回補正で財源が出来ましたので

金利の負担もありますので、今回一括してお返ししたいということで計上させて頂きまし

た。

ほかに質疑はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２６号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

、 、 （ ）次に 議案第２７号 平成１８年度みなかみ町国民健康保険特別会計補正予算 第３号

について、質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２７号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第２８号、平成１８年度みなかみ町老人保健特別会計補正予算（第４号）に

ついて、質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２８号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第２９号、平成１８年度みなかみ町介護保険特別会計補正予算（第４号）に

ついて、質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第２９号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

、 、 （ ）次に 議案第３０号 平成１８年度みなかみ町簡易水道事業特別会計補正予算 第３号

について、質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第３０号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に議案第３１号、平成１８年度みなかみ町下水道事業特別会計補正予算（第５号）に

ついて、質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第３１号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第３２号、平成１８年度みなかみ町水道事業会計補正予算（第３号）につい

て、質疑はありませんか。

１番前田善成君。

水道事業の会計予定貸借表の未払金１千万円の内訳を教えて頂きたいので１ 番（前田善成君）
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すけれども。１０ページ、流動負債の未払金についてです。

上下水道課長青山実君。議 長（傳田創司君）

（上下水道課長 青山 実君登壇）

未払金についてですが、これは年度末にまだ一時支払いが出来ないも上下水道課長（青山 実君）

のがありますので、それを予定して計上しております。

１番前田善成君。議 長（傳田創司君）

それは分かっているので、内訳を教えて頂きたいという質問だったのです１ 番（前田善成君）

けれども。

上下水道課長青山実君。議 長（傳田創司君）

（上下水道課長 青山 実君登壇）

内訳については手元に資料がございませんので後でお答えするのでよ上下水道課長（青山 実君）

ろしいでしょうか。

ほかに質疑はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第３２号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に 議案第３３号 平成１８年度みなかみ町自家用有償バス事業特別会計補正予算 第、 、 （

２号）について、質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第３３号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

、 、 （ ）次に 議案第３４号 平成１８年度みなかみ町スキー場事業特別会計補正予算 第１号

について、質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第３４号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第３５号、平成１８年度みなかみ町温泉事業特別会計補正予算（第３号）に

ついて、質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第３５号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

委員会付託

お諮りいたします。議 長（傳田創司君）

議案第２６号、平成１８年度みなかみ町一般会計補正予算（第５号）についてから、議

案第３５号 平成１８年度みなかみ町温泉事業特別会計補正予算 第３号 については 委、 （ ） 、「

員会議案付託表」のとおり、所管の委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ござ

いませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって議案第２６号、平成１８年度みなかみ町一般会計補正予算（第５号）についてか

ら、議案第３５号、平成１８年度みなかみ町温泉事業特別会計補正予算（第３号）につい

てまでは 「委員会議案付託表」のとおり、所管の常任委員会に付託することに決定いたし、

ました。
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２１ 議案第３６号 平成１９年度みなかみ町一般会計予算について

議案第３７号 平成１９年度みなかみ町国民健康保険特別会計予算について

議案第３８号 平成１９年度みなかみ町老人保健特別会計予算について

議案第３９号 平成１９年度みなかみ町介護保険特別会計予算について

議案第４０号 平成１９年度みなかみ町簡易水道事業特別会計予算について

議案第４１号 平成１９年度みなかみ町下水道事業特別会計予算について

議案第４２号 平成１９年度みなかみ町水道事業会計予算について

議案第４３号 平成１９年度利根沼田広域観光センター特別会計予算について

議案第４４号 平成１９年度みなかみ町自家用有償バス事業特別会計予算について

議案第４５号 平成１９年度みなかみ町スキー場事業特別会計予算について

議案第４６号 平成１９年度みなかみ町温泉事業特別会計予算について

日程第２１、議案第３６号、平成１９年度みなかみ町一般会計予算につい議 長（傳田創司君）

てから、議案第４６号、平成１９年度みなかみ町温泉事業特別会計予算についてまでは、

関連する議題でありますので、以上１１件を一括議題といたします。

事務局に議案の朗読をいたさせます。事務局。

（事務局朗読）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

朗読が終了したところでございますけれども、この際休憩いたします。議 長（傳田創司君）

１４時２５分より再開いたします。よろしくお願いいたします。

（１４時１５分 休憩）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

（１４時２９分 再開）

休憩前に引き続き会議を再開いたします。議 長（傳田創司君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

議事進行の前に、先程、議案第３２号につきまして、前田善成議員からの議 長（傳田創司君）

質疑に対して、上下水道課長より答弁を申し上げます。

上下水道課長青山実君。

（上下水道課長 青山 実君登壇）

水道事業会計補正予算の９ページの未払金についてですが、これにつ上下水道課長（青山 実君）

きましては、工事等で３月下旬工期ですと、３月中に支払えないためと、また電気代、電

話代、残業手当、その他３月３１日に支払えない部分でございます。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

それでは先程、議案第３６号から議案第４６号まで議案の朗読が終了して議 長（傳田創司君）

おりますので、町長より一括して提案理由の説明を求めます。

町長鈴木和雄君。

（町長 鈴木和雄君登壇）

議案第３６号から、議案第４６号まで、お許しを頂きましたので一括して町 長（鈴木和雄君）
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提案理由の説明を申し上げます。

はじめに、みなかみ町の財政状況については既にご案内のとおりでございますが、平成

１９年度を改革元年として位置づけて、真の行財政改革に取り組み、歳出削減を図るとと

もに歳入確保に努めてまいりたいと考えております。

平成１９年度予算に当たりましては、勧奨退職者制度等により退職される職員、また、

職員の期末勤勉手当のカットや団体補助金の削減の上に成り立っている予算編成であるこ

とを念頭におき、貴重な予算を有効かつ最大の効果が出るように執行してまいりたいと考

えております。

それでは最初に、 ご説明議案第３６号、平成１９年度みなかみ町一般会計予算について

申し上げます。歳入歳出それぞれ１２７億８，３００万円と定めました。実質対前年度２

億６，８９０万円の減額であります。

歳入の主なものは、町税３９億９６０万２千円、地方譲与税２億２，７００万円、地方

消費税交付金２億２千万円、自動車取得税交付金１億３千万円、地方交付税４２億円、分

担金及び負担金３億１，７５７万円、使用料及び手数料２億３，７９３万９千円、国庫支

出金６億５，７１５万５千円、県支出金６億２，０３７万９千円、財産収入１億９２１万

４千円、繰越金１億８０７万４千円、町債１７億３，７７０万円となっております。

歳出の主なものは、１款議会費１億１，４４９万４千円、２款総務費１６億７，６９１

万２千円で、環境を生かす安全安心のまちづくりに５００万円、町章策定費１００万円、

、 、 ，総合計画策定費６５０万円 合併振興基金積立金３億円 本庁舎改修及び駐車場整備費５

千万円、上毛高原駅バリアフリー化補助金１千万円などの総務管理費が１３億２，２１７

万１千円であります。徴税費が２億３，５９６万６千円、選挙費６，４４０万円などとな

っております。

３款民生費１８億７１６万８千円は、社会福祉協議会補助金４，８００万円、７７歳か

ら支給をする敬老祝金が１，５６２万円、高齢者温泉活用介護予防事業費３２４万円、老

， 、 ， 、人保健特別会計繰出金が２億３ ８１２万円 乳幼児等の福祉医療費１億８ １００万円

障害者福祉費２億５，６１２万円などの社会福祉費が１３億４６５万２千円となっており

ます。さらに児童手当１億５，４５３万円、出産祝金１，６５６万円、学童保育所及び保

育園運営費などの児童福祉費が５億２４６万８千円と災害救助費が４万８千円となってお

ります。４款衛生費１１億９，７１１万２千円は、国保会計繰出金などの保健衛生費が、

４億５，７８１万円、奥利根アメニティパークや火葬場の管理運営の清掃費が６億５，３

０３万３千円、水道費の８，６２６万９千円は水道事業会計及び簡易水道事業特別会計へ

の繰出金であります。

６款農林水産業費８億２，７５７万５千円は農業費で、農業委員会費４，１２２万円、

農用地総合整備事業負担金１億１，０５８万円、猿ヶ京地区他２箇所の田園空間整備事業

が２，８３５万円、畑地帯総合整備事業２，１０８万円、中山間地総合整備事業５，２６

１万円、入須川地区農道工事の元気な地域づくり交付金事業が５，２６１万円、有害鳥獣

対策費などの林業費で１，８６８万６千円となっております。

７款商工費３億１，７６２万６千円は、商工会補助金などの商工費で４，５６３万円、

観光費は、５ヶ国語観光パンフレットの作成と施設整備で６，１８０万円、第５０回藤原

湖一週マラソン大会、第３０回ＮＨＫカヌースラローム大会、みなかみ祭りの観光イベン

トとして１，５６８万円などであります。

８款土木費１４億６，３２６万４千円は、ふるさと農道緊急整備事業費の石合～稗田線
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道路改良工事１，５０１万円、地方道路交付金事業の入須川師田線用地取得及び粟沢～西

線無散水消雪工事で１，６５７万円、新幹線上の橋梁耐震補強工事で８，７２６万円、除

雪費で１億５，０３９万円、湯原地区の温泉公園及び諏訪峡遊歩道修繕と笹笛橋架け替え

工事設計委託料などのまちづくり交付金事業費で３億４，４６８万円、下水道特別会計繰

出金５億４千万円などとなっております。

９款消防費４億５，４９６万７千円は、広域消防負担金３億４，１７６万円、非常備消

防費では、小型ポンプ購入費で１，０７７万円、群馬県衛星系防災無線整備工事負担金と

して１，９５７万円などであります。

１０款教育費２５億１，０５０万８千円となっており、小学校費で新治統合小学校建設

事業費７億７，８４１万円が主なものであり、その他は小学校や中学校などの教育関連施

設の維持運営費となっております。

次に ご説明議案第３７号、平成１９年度みなかみ町国民健康保険特別会計予算について

申し上げます。国民健康保険特別会計の財政状況は、加入者の高齢化による税収の伸び悩

みや医療給付費の増加により、年々厳しい状況となっております。平成１８年度において

は、繰越金収入が約１億４千万円ありましたが、年度末には３千万円ほど基金からの繰入

が必要となる見込みであります。

このような財政状況の中で、平成１９年度の予算総額は、前年度当初を３億３，４００

万円ほど上回った、２５億６，０７６万７千円の計上となっております。

歳出では、保険給付費の増加見込と、前年の途中から始まった保険財政共同安定化事業

の拠出金が大きな増加となっており、歳入では国保税、保険財政共同安定化事業の交付金

収入と基金繰入金が増加となっておりますが、今後の収支の状況をよく見極めながら、８

月の国保税本算定時には、税率改正を視野に入れて検討していかなければならないと考え

ております。

次に ご説明申し議案第３８号、平成１９年度みなかみ町老人保健特別会計予算について

上げます。平成１９年度の予算総額は、前年度当初を２億円ほど上回った２７億９，５５

２万１千円を計上しております。

まず、歳出でありますが、近年の決算状況、または本年度の決算見込の推計から、医療

給付費２億円の増加見込となっておりますが、これは一人当たりの医療費の増加傾向が、

給付費の増大となって表れているものと考えられます。

一方の歳入では、支払基金、国、県、町それぞれの歳出に応じ定められた負担分を計上

しております。

また、平成２０年度からは老人保健制度に替わり、群馬県後期高齢者医療広域連合が運

営する後期高齢者医療制度になり、財政運営を広域連合が担当していくことになっており

ます。

次に、 、ご説明議案第３９号、平成１９年度みなかみ町介護保険特別会計予算について

申し上げます。はじめに、平成１９年度みなかみ町介護保険特別会計予算について、歳入

歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１６億７千万円と定めました。

次に、歳入歳出の内容についてご説明申し上げます。

まず、歳入の主なものは、保険料２億４，９６０万円、国庫支出金４億３，９４５万１

千円、支払基金交付金５億１０３万９千円、県支出金２億３７２万５千円、財産収入４８

万円、繰入金２億６，５１８万１千円、繰越金１，０５１万８千円となっております。

次に、歳出の主なものは、総務費２，９９５万８千円、保険給付費１６億円、地域支援
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事業費２，５６２万８千円、財政安定化基金拠出金３４１万円、基金積立金４８万円、諸

支出金２９８万円、予備費７５４万３千円となっております。

介護保険特別会計の総予算額につきましては、前年比５％の増額となっておりますが、

介護が必要な被保険者への給付費はもとより 「介護が必要とならないように」介護予防に、

力点を置いた制度の充実を前年にも増して取り組んでいきたいと考えております。

次に、 申し議案第４０号、平成１９年度みなかみ町簡易水道事業特別会計予算について

上げます。予算の総額を歳入歳出それぞれ２億５，６００万円とするものであり、前年対

比１２５％で主に水道工事費の増加によるものであります。

まず、歳入の主なものを申し上げますと、１款使用料１億４，９１４万円は、平成１８

年度決算見込みを基にしての計上であります。５款国庫支出金１，６００万円、６款県支

、 、 ， 、出金２３２万円は 水道工事に伴う国県補助金であり ７款繰入金４ ６２６万９千円は

一般会計及び基金からの繰入金であります。８款繰越金は、前年度からの繰越金を見込ん

でおります。１０款町債３，８６０万円は、水道工事費に当てるものであります。

次に、歳出の主なものを申し上げますと、１款１億１，２５７万５千円は、職員人件費

及び維持管理費であり、１１節需用費は、光熱水費及び修繕料１２節役務費は、水質検査

料、１３節委託料は、施設管理及びメーター検針委託１４節使用料及賃借料は、各水道施

設の土地使用料、２２節補償補填及賠償金は、東部簡易水道で使用している原水の補填金

であります。２款施設費６，１０８万４千円は、石綿管布設替え及び水源変更工事費であ

り、３款公債費８，１７４万１千円は、簡水債元金及び利子の償還金であります。

次に、 、申し議案第４１号、平成１９年度みなかみ町下水道事業特別会計予算について

。 、 ， 。上げます 予算の総額を 歳入歳出それぞれ１０億３ ９００万円とするものであります

まず歳入の主なものを申し上げます。２款使用料２億５３９万１千円は、前年度決算見

込を基にしての計上であります。

３款国庫支出金２，３７６万８千円、４款県支出金３０９万９千円は、公共下水道工事

及び合併浄化槽設置の補助金であります。６款繰入金５億４千万円は、一般会計からの繰

入金であります。９款町債２億６，２３０万円は、下水道工事及び流域下水道建設負担金

等に充てるものであります。

次に歳出の主なものを申し上げます。１款総務費８，５００万１千円は、職員人件費及

。 ， 、 ，び一般管理費であります ２款下水道事業費３億５ １７９万６千円は 公共下水道費９

９５８万２千円、特定環境保全公共下水道費３，７１５万６千円、流域下水道事業費１億

９，７７３万６千円並びに農業集落排水処理施設費１８０万１千円、汚水処理施設整備費

１，５５２万１千円であり、３款公債費６億１００万３千円は、下水道事業債の元金及び

利子の償還金であります。

、 。次に 申し上げます議案第４２号 平成１９年度みなかみ町水道事業会計予算について、

始めに、収益的収支ですが、収入では上水道事業収益２億７，８２０万円で、主なもの

は、水道使用料、水道加入金、一般会計補助金であります。

簡易水道事業収益は２，７１６万１千円で、主なものは、上水道事業収益と同様であり

ます。次に、支出では、１款上水道事業費用２億５，９８０万３千円で、１項営業費用の

、 、 、 、 、主なものは 動力費 メーター器取替え 総係費では職員給料 施設管理及び検針委託料

減価償却費であります。営業外費用の主なものは、企業債利息であります。

簡易水道事業費用２，６３４万１千円は、営業費用で検針委託料、メーター器取替え等

及び減価償却費であります。営業外費用の主なものは企業債利息であります。
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次に、資本的収支ですが、収入では、上水道事業収入２，７９０万７千円で、企業債、

工事負担金で穴切地区農道整備負担金、補助金は一般会計補助金であります。

， 、 、 。簡易水道事業収入２ １２９万２千円は 企業債 補助金は一般会計補助金であります

次に支出では、上水道事業支出１億１５２万５千円で主なものは、建設改良工事費で、

、 、 、水上地区では 忠霊塔無散水消雪工事に伴う配水管布設工事 小仁田地区配水管布設工事

上の平無散水消雪工事に伴う配水管布設工事、月夜野地区では、後閑上河原地内配水管布

�設替工事、大額地区配水管延長工事、穴切 地区農道整備に伴う配水管布設替え工事等及び

企業債償還金であります。

簡易水道事業支出２，７５８万６千円は、建設改良工事費、湯桧曽配水管布設替工事、

大穴うのせ地区漏水管布設替工事、寺間配水池流量計設置工事及び企業債償還金でありま

す。なお、不足する資本的収入額７，９９１万２千円は、当年度消費税及び地方消費税資

本的収支調整額及び当年度損益勘定留保資金で補填するものであります。

議案第４３号、平成１９年度みなかみ町利根沼田広域観光センター特別会計予算につい

申し上げます。観光センターは昨年同様３店舗が使用している状況であります。施設のて

老朽化が進み、特に空調施設の傷みがひどく運転に支障が出ないか心配している状況であ

ります。

広域圏整備組合においても今後の管理運営について検討を行っていますが、利根沼田地

域の玄関口としての観光センターであるということを念頭におき管理していきたいと考え

ております。１９年度予算は、歳入歳出それぞれ９４０万円とし、管理運営に必要な経費

を計上いたしました。歳入におきましては利根沼田広域圏整備組合の予算も厳しく、運営

費補助金について補正予算で対応させて頂きたいとの話があり、本年度は存目といたしま

した。

この替わりとして、基金繰入金を４００万円といたしました。使用料及び財産貸付収入

は前年度と同額を見込み、雑収入はテナントの電気使用料等でありますが、２階部分のプ

リンスホテルが営業をしていませんので、その分減額をされております。

歳出は、前年度に比較して、１５３万８千円減額していますが、プリンスホテルが営業

していませんので光熱水費が減少するためであります。

、ご議案第４４号、平成１９年度みなかみ町自家用有償バス事業特別会計予算について

説明申し上げます。本事業は路線バスとして、相俣～法師線間を一日４便運行しており、

年々僅かではありますが利用者が減少している状況にあります。１９年度予算は歳入歳出

それぞれ５１２万円とし、運行に必要な経費を計上しております。

歳入は、バス使用料を前年対比９４％の３３８万８千円とし、減少分は基金繰入金を３

２万円増加しております。

歳出では、運転業務委託料２６４万円、修繕料１１５万８千円の他、燃料代７２万円、

消耗品費２５万円等が主なものであります。

ご説明申し議案第４５号、平成１９年度みなかみ町スキー場事業特別会計予算について

上げます。本特別会計の予算総額を、歳入歳出それぞれ２，１２３万円に定めようとする

ものであります。赤沢スキー場の営業状況は、そのシーズンの降雪量や降雪時期によって

大きく営業が左右されますが、近年のスキー人口の減少により、来場者数においても減少

傾向にあります。

まず、歳入でありますが、１款事業収入ではリフト、貸しスキー等の使用料を９８５万

７千円とし、食堂等の事業売り上げを４９２万円計上いたしました。また、繰入金につい
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ては、基金繰入金１９４万７千円と一般会計繰入金３５０万円を計上いたしました。

次に、歳出ですが、１款スキー場事業費２，１２２万５千円を計上いたしましたが、主

に臨時職員の賃金６７４万７千円、光熱水費及び燃料費等の６６５万４千円、国有林借上

料及び賃借料２３１万７千円、食堂の原材料費２６６万８千円であります。

、ご説明申し上議案第４６号、平成１９年度みなかみ町温泉事業特別会計予算について

げます。現在、温泉事業の運営は、十分な湯量が確保されており、年間を通して安定した

給湯がされております。平成１９年度の運営につきましては、源泉保全と温泉の有効活用

を目指し、さらに湯量の安定供給と給湯温度の確保を図るため、源泉の改修を最優先に運

営してまいりたいと思います。

予算の概要は、歳入歳出それぞれ５，５２３万円に定めようとするものであります。

まず、歳入では受湯権利者の徴収強化を図り、使用料収入は２，８０４万７千円とし、

基金繰入金は２，４７７万７千円といたしました。

次に、歳出の主なものは、１項温泉事業費２目温泉管理費の配湯管改修費４３０万円、

町営第１号源泉の改修費として、設計委託料３４０万円、工事請負費１，７００万円であ

ります。また、２３節償還金利子及び割引料は、受湯権利者の返還に伴う返還金として３

００万円を計上いたしました。

以上、１１件を一括して説明させていただきました。

よろしくご審議の上、ご決定下さいますようにお願い申し上げます。

町長の提案理由の説明が終了しましたので、これより質疑に入ります。議 長（傳田創司君）

なお、質疑は簡明に願います。

まず、議案第３６号、平成１９年度みなかみ町一般会計予算について、質疑はありませ

んか。

５番河合生博君。

平成１９年度みなかみ町一般会計予算の１３款４項、２０款１項の農林水５ 番（河合生博君）

産業使用料、資源リサイクルセンター使用料の６０８万３千円、それから２０款１項の雑

入で資源リサイクルセンター事業収入の７０７万５千円、合計１，３７８万８千円が計上

してありますが、この数字は先程、補正予算でやった予算として、１，８９１万４千円の

予算に対して、１，５１８万９千円の補正というふうな考えられないくらいの補正をした

わけでございますけれども、この実収入としては、１８年度が６５１万３千円ということ

でございました。

今回の予算が、約２倍の１，３００万円からの予算を計上してありますけれども、この

ようなやり方で行った場合に、また補正予算が出るのではないかなと、このように事業が

出来るのかなというのが、第一点目の質問でございます。

それから資源リサイクルセンターが、記憶は定かではありませんが、相当の設置費用が

かかっていたかと、そんなふうに思いまして、その設置費用が効率的、有効的な使い方が

出来ているのかどうか、その部分、最大でどのくらいのものが出来るのか、そして今後も

事業計画等がもしありましたら、お教え願いたいと思います。

町長鈴木和雄君。議 長（傳田創司君）

お答えいたします。町 長（鈴木和雄君）

予算の詳細については、担当課長より説明いたさせますけれども、先程も一般会計補正

予算でお願いをいたしましたように、資源リサイクルセンターの運営につきまして、当初

予定していたよりも収入が少ないという一つの状況であります。
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その原因は、どういうことかと言いますと、先程も少し申し上げましたように、農家経

営者、いわゆる畜産農家からの牛糞の搬入が、当初よりも３分の１しか入っていないとい

うことが大きな原因になっているわけであります。

この施設につきましては、家畜排泄物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律がで

きまして、言うなれば牛糞等が野積みに出来なくなり、環境に優しい農業経営をしなけれ

ばならないということが法律に定められまして、これに伴い資源リサイクルセンターを建

設いたしたわけであります。

旧新治におきましては、畜産振興が図られてきておりましたので、関係者も大分おるわ

けでございます。そういう中で、関係皆さん方から環境に優しい農業を推進するために、

ぜひ資源リサイクルセンターを作って欲しいという要請を受けまして、これに伴って国県

の事業等を取り入れて設置をしたという一つの経緯がございます。

この関係については、事業的にはどのくらいかかっているかと言いますと、１４年、１

５年、１６年で設置をしまして、４億１０１万円かかっております。

その内訳を申し上げますと、国庫補助金が２億５０万５千円、県の補助金が８，０２０

万１千円、当時村ですが、村の一般財源が４３０万４千円、起債が９，６００万円、これ

は辺地債であります。

辺地債については、元利償還時に国が８０％交付税で面倒を見ますという起債でありま

す。尚かつ、関係者から２千万円の拠出を願って、この事業を行ったという経緯でありま

す。

したがって、畜産農家の皆さん方も、この施設に期待をし、自分たちでも拠出をして、

この施設を作り、牛糞を上手く処理をして有機肥料を作り、それを農地に還元していると

いうことで、大変に好評を得てきているところであります。

しかし、これを処理するに当たりましては、１トン当たり１，２００円かかるものです

から、やはり農家の方も負担が大分かかるので、搬入を控えたというのが一つの実際の姿

ではないかなというふうに思うわけです。

したがって、自家処理をして、施設に牛糞を入れなかったということが、このような一

つの収支のアンバランスをつくってきているわけであります。

今までの事業の経過からしますと、やはり村営として、この施設を作り、畜産農家のた

めにこの事業を現在運営しているわけでありますから、やはり関係者もその辺を良く理解

されて、まずは施設が上手く回るように、やはり牛糞の搬入をしてもらわないと、これは

やはり将来、大きな問題になってきてしまうのではないかと心配しているわけでありまし

て、所長を置いて、この事業を現在、進めておりますので、関係者とも十分協議をしなが

ら、当初、予定した牛糞の量が、この施設に入るように、それをまず確保する中で、自家

処理が出来るものについては、自家処理をするというような方向で、この事業に取り組ん

でもらうように、これからいろいろと協議をしてまいりたいと、このように考えておりま

す。

補正等でも申し上げましたように、この収支改善をしっかりとしていきませんと、この

事業の継続は出来ませんので、その辺を良くお話をしながら、この事業に取り組んでいき

たいというふうに考えております。詳細は担当課長から説明いたさせます。

農政課長阿部行雄君。議 長（傳田創司君）

（農政課長 阿部行雄君登壇）

ただ今、町長から、工事費や減額理由等について答弁がありました。農政課長（阿部行雄君）
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私の方からは、この計画等について若干触れさせて頂きます。

まず、資源リサイクルセンターについては、計画数値は酪農家の方が７名おられます。

。 、牛については成牛・育成牛含めて約４６５頭であります 牛糞については毎日１９トン

あとは旅館の生ゴミ等が２トン、戻し堆肥が４トン、オガ粉が５トンということで、日量

３０トン、これを一次発酵層というものがありまして、そこで２５日間をかけて８０度の

高熱で攪拌処理します。次に二次発酵層で切り返しを行い、６５日間かけて発酵させ、３

ヶ月で製品ということでございます。

日量１２．９トンの製品ということで、年間では４，７００トン程になるという計算で

ございます。良い堆肥だということを言われておりますけれども、何が良い堆肥だと言い

、 、 。ますと 作物の実が良く生るという こういう堆肥が一番良い堆肥だと言われております

ただ作物によって、すべて成分が変わりますので、個々に対応はしていないのですけれ

ども、一応良い堆肥だと言われているのは、悪臭がしないとか、取り扱いがしやすい、そ

れから堆肥中の病原菌である寄生虫の卵や雑草種子が死滅しているものということなので

すが、一応７０度でこれらは死滅するということですが、８０度の高温で発酵させており

ますので、これらの問題についてはクリアしているということです。

この堆肥を売り出すには、特殊肥料の認可というのが必要なのですが、昨年５月１８日

に一応取得しました。成分についてはチッ素・リン酸・カリということで、それぞれの成

分、それから作物を育てるのに炭素率（Ｃ／Ｎ比）が必要なのですけれども、この炭素率

は３０という数値が基準数値なのですけれども、数値が低くても、高くてもダメと言うこ

とで、一応、資源リサイクルセンターの堆肥については約２０という数値で作物にとって

は非常に良いということで、当時許可を取るときは一応、県の農政事務所の方からもそう

いう評価を頂いているということです。

先程も申し上げましたように、昨年から今年の冬は雪が少なかった関係で、農家の人が

畑に還元してしまったということで、通常の冬ですと雪の上に堆肥を撒くということは出

来ないのですが、雪が降らなかったので、田畑、採草放牧地の方に散布してしまったとい

うようなことであります。

そのようなことが大きな原因となり、３０％程落ち込んでしまったということです。

これら課題ということで、先程言われました計画どおりの処理をするために、生産農家

の方々と協議をしまして、多分、処理量の問題が大きなネックになっているのかと思いま

すので、再度協議をしまして、計画どおりの量の牛糞を入れていただけるようにいたしま

す。

また、大手旅館等にも交渉を重ねまして、食品残さを定量に入れられるような方向にし

ていきたい、そうすることでアメニティの方も処理負担が軽減されるのではないかと考え

ますので、双方の利点が出るのではないかと思います。

農政の方の、今回１９年度については一つ重要課題ということで、資源リサイクルセン

ターの件についてはしっかりと農政として取り組んでいきたいと思っております。

、 、先程も言われましたように 今年度については前年度との予算の比較ということですが

前年度の数字についてはマックスで見てしまいましたので、一応８割程度を目標として、

設定させて頂いたということです。

少し金額が違いますのは、１８年度については堆肥の販売量、牛糞の処理量も一緒に、

同じ款項目に入れてしまったということであります。

そのようなことでありますが、よろしくお願いいたします。
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５番河合生博君。議 長（傳田創司君）

今、町長と課長から、ご説明頂いたのですが、結果的に３０％の事業量に５ 番（河合生博君）

対して、３０％の搬入しかなかったというのは、天気のせいだけなのか、その部分をもう

一度お聞きしたい、天気のせいだけなのであれば、それはそれで仕方がないのですが、他

に原因がなかったのかというふうに思いますがいかがでしょうか。

農政課長阿部行雄君。議 長（傳田創司君）

（農政課長 阿部行雄君登壇）

天気のせいもあるのですけれども、多分、酪農家に取りましては前回少し農政課長（阿部行雄君）

牛乳の関係で乳価が安くなったということで、経費を少なくしたいというのが大きな原因

かと思っております。

町長の答弁にもありましたように、１トン当たり１，２００円という金額がネックにな

ったのかと思っております。

町長鈴木和雄君。議 長（傳田創司君）

乳価の関係もあるかもしれませんけれども、やはり４００頭以上のホルス町 長（鈴木和雄君）

タインがいるわけですから、当然、牛糞は毎日出るわけです。これを適正に処理しません

と先程申し上げました法律にも違反をするわけでありますし、これに違反をしますと畜産

経営が出来ないということになるわけでありますから、そういう点も良く理解をしてもら

って協議をしていかなければならないと思っております。

天候の問題も確かにあったでしょうし、やはり施設使用料に対して、それを出来るだけ

抑えようということで、自分の耕地を活用して自家処理をしたというのが、一つの大きな

原因だと思いますけれども、しかし、県としては、自家処理する量等から判断した場合に

違反までは行っていないということですけれども、やはりあまりにも多く牛糞を農地に入

れてしまえば、当然、農地の活用等も出来なくなるわけでありますから、そういうところ

、 、を自家処理について 施設使用料を安くするという考え方に立つのは分かりますけれども

それをしてしまいますと、自分の農地の活用も上手くいかないし、自分たちの施設である

資源リサイクルセンターも上手く回らないわけでありますから、そういうところは、ひざ

詰めで話し合いをしてですね、これが上手く行くように、さらに協議をしていきたいとい

うふうに思っております。

確かに出来上がった肥料は、立派な肥料が出来ますので、本当にこれはもったいないで

すよね。だから、そういう立派な施設があるわけですから、施設を使い、きちんとした処

理をして、それを有機肥料として、堂々と販売できるようにしていきたいと、このように

思っております。

ほかに質疑はありませんか。議 長（傳田創司君）

７番原澤良輝君。

１０款教育費、給食センターの関係ですが、月夜野と水上の給食センター７ 番（原澤良輝君）

が民間に委託になるという説明を受けているのですが、新治地区は民間委託されていると

いうことですけれども、去年と今年を単純に比べてみますと、今年の方が多いように感じ

られるのですが、その辺のところは実際、どうなのか教えて頂きたいと思います。

学校教育課長小泉行夫君。議 長（傳田創司君）

（学校教育課長 小泉行夫君登壇）

給食センター調理部門委託の関係ですけれども、現在当初予算案とい学校教育課長（小泉行夫君）

うことで、お示ししてあります数値と比較していただいているわけですが、現在の人件費
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が含まれております。その関係で若干前年に比べますと高くなっております。

今後、人件費については、人事異動も考えて削減をするという話も聞いております。

定年退職等、勧奨制度の退職者が３０数名いるというような情報もあります。そんな中

で、そういった所に給食センターの職員が配置になるということも考えられますので、今

後、人事異動を見ますと、給食センターの人件費が減額になると、調理業務の方がマイナ

スになるという予定でいます。以上です。

ほかに質疑はありませんか。議 長（傳田創司君）

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第３６号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第３７号、平成１９年度みなかみ町国民健康保険特別会計について、質疑は

ありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第３７号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第３８号、平成１９年度みなかみ町老人保健特別会計予算について、質疑は

ありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第３８号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第３９号、平成１９度みなかみ町介護保険特別会計予算について、質疑はあ

りませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第３９号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第４０号、平成１９年度みなかみ町簡易水道事業特別会計予算について、質

疑はありませんか。

９番島崎栄一君。

予算の１１ページ、施設事業費６，１０８万円ですか、このところで１５９ 番（島崎栄一君）

番東部簡水水源変更工事費というのが入ってます。これは多分、５千万円ぐらいじゃない

かと思ってるんですけども、東部水道に関しては、水が足りないということはなくて、水

は足りてる。しかし、浄水場がですね、古くなっていて、それで台風が来たりとか、水が

、 、濁ったときに処理しきれずに ちょっと砂のようなものが水道に入っているという問題で

その水源変更ということで出てきたんだと思いますけども、水の量はですね、現在でも足

りてるわけですから、浄水場がですね、もう４０年ぐらいですか、経って古くなっている

ということでしたら、その浄水場をきちんと直してですね、今後も問題がないようにすれ

ば済むことであって、わざわざ水源変更の工事をですね、する必要はないんじゃないかな

と、５千万かけて。

例えば、水源変更ということで地下水を掘ってみてもですね、水道に使う部分の量が足

らなければ、今までのですね、この水源を利用しなければならないわけで、その時にやは

り濁った時に浄水場を直してなければ、結局は同じことになってしまいます。

ですから、わざわざ５千万円ですね、水道水源の変更の工事をかけるよりは古くなった

ものを、もう直さなくちゃならないものだから、その浄水場を直すというふうにした方が

無駄な投資にならないんじゃないかなと思うんですけどもどうでしょうか。

上下水道課長青山 実君。議 長（傳田創司君）

（上下水道課長 青山 実君登壇）
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、 、上下水道課長 青山 実君（ ） 東部水道水源の井戸掘削につきましては 新治の方から島崎議員さん

それから株式会社三京の関社長さんから要望書が出てきております。

今、お話がありましたように、議会全員協議会でも説明いたしましたが、一番の要因は

やはり台風や大雨の時に濁りが出てしまい、それが今の施設では除去できないという状況

であり、また、動物の糞等に含まれている可能性のあるクリプトスポリジウムと言います

けれども、これの除去を行うのに非常に膨大な設備費がかかります。

やはりそれを考えますと、井戸を掘らせて頂くのが良いのではないかという考えで、井

戸掘削を進めているわけでございます。よろしくお願いいたします。

９番島崎栄一君。議 長（傳田創司君）

その三京の人はですね、水の専門家ということで、そういう濁りを除去す９ 番（島崎栄一君）

るですね、装置等なんかは数千万円ぐらいで出来るということで、こっちの井戸を掘るよ

りも安いんじゃないかというふうに言ってます。

それから、私が言いたいのは、井戸を掘ってですね、そこから出てきた水の量で、例え

ば、水道を全部賄えれば、変更ということになるのかもしれませんけれども、掘ってみて

ですね、出る量によっては、足りなくなってしまえば、結局、今までの水源を使うわけで

すから、結局は浄水場の改善、直しをしなくちゃならないわけで、そうなったら結局は、

。 、 、二重投資になってしまうわけですね ですから そういうまどろっこしいことはしないで

もう古くなって問題あるんだから、それを直すという方が無駄な投資をせずに済むんじゃ

ないかと。

例えばですね、うららの郷でこの掘ったじゃないですか、井戸。あれについては水質調

査をして、ヒ素の量が、自然のヒ素が多くて、飲料には適さないっていうふうになったわ

けですよ。結局、今回、掘ってみてですね、出てきた水が、もし飲料に適さないというふ

うになれば、結局は無駄になってしまう。ですから古いのは直すというふうな素直な投資

に変えた方がいいんじゃないかと思うんですけども。

上下水道課長青山 実君。議 長（傳田創司君）

（上下水道課長 青山 実君登壇）

第一点目ですけれども、量につきましては農政課の方でも調査をして上下水道課長（青山 実君）

頂き、上下水道課の方でも細かい調査をいたしますけれども、量的には十分ではないかと

考えております。

また、古い施設を直した方が安いのではないかということですが、先程のクリフトの問

、「 」 、 。題については 膜ろ過 と言いますけれども その設備には何億というお金が掛かります

ですから井戸を掘らせて頂いた方が安いと考えております。

そのもしヒ素が入っていたら・・・。９ 番（島崎栄一君）

町長鈴木和雄君。議 長（傳田創司君）

まず、うららの郷に水道を掘ったというのですか。町 長（鈴木和雄君）

温泉です。９ 番（島崎栄一君）

温泉と水道は、違いますよね。町 長（鈴木和雄君）

温泉で、出てきた水質調査をしたら飲料には適さないという結果が出たで９ 番（島崎栄一君）

しょ。

それは温泉でしょう。町 長（鈴木和雄君）

そうです、地下水ですよ。９ 番（島崎栄一君）

だから、地下水と温泉は違いますよね。町 長（鈴木和雄君）
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出てきた水が、どういうものが出るかわかんないでしょ。９ 番（島崎栄一君）

だから、それは掘ってみなければもちろん分からないですよね。町 長（鈴木和雄君）

掘ってみなくちゃ分からないでしょ。９ 番（島崎栄一君）

、 、 。町 長 鈴木和雄君（ ） だから 既に新治村当時に あの地域には水のボーリングを行っています

ボーリングを行った経緯は、島崎議員もご案内のとおり、企業局において、相俣ダムの水

を師田発電所に持っていきましたね。その時にあの一帯を、要するに隧道で今行っている

わけですけれども、その時の調査時の情報というものがありまして、その時に大変に水が

出たという一つの情報を頂いております。

それを基にしまして、新治の時代に、そこをボーリングしたという経緯があります。

それは、あまり口径が大きくありませんけれども、あるということについては、それは

確認しております。

しかし、これから水道として活用する場合等については口径の大きいものにしなければ

なりませんので、それはこれから再度調査をしますけれども、ある程度、そういう情報を

基に試掘的なことをしながら今日に至っております。

水等の利用については、出なかったどうするのかと言われますが、それはそういうこと

もあるかもしれませんけれども、一応はそういう経過を踏まえる中で何とかあるだろうと

いうことで今回も挑戦しようということであります。

しかしですね、やってみても出なかった場合は、その時はまた違った方法で、今の水源

を基に水道事業をどのようにしていこうかということを考えることも大事であろうし、ま

たは他の水源を求めてやろうとすることも大事であろうし、やはりその時々によって、最

大の方法、一番良い方法を選んでやはりやっていくというのは当然であります。

今、我々が考えられるのは、この線が一番良いだろうということで、今回予算編成をし

た次第であります。水源の地域ですけれども、ご案内のとおり、早々水のある地域ではあ

りません。新治のみならず、水上・月夜野地区、この３地区に上手く水が供給できるよう

に我々としても考えなくてはならないし、今ある水源をどのように活用すれば、農業にあ

っても、水道事業にあっても、下水道事業にあっても、水を上手く使えるか、そういうこ

とを念頭におきながら、これからやっていきたいという考えでおります。

９番島崎栄一君。議 長（傳田創司君）

その相俣ダムの隧道ということで、師田の方に向けてですね、隧道を掘っ９ 番（島崎栄一君）

た時に、大量に地下水が出てですね、隧道の方に流れたということです。

その結果ですね、それまで布施宿では地下水がたくさん出ていて、生活用水、水田等、

生活にいろいろ使われていたわけですけども、その湧水が出なくなってしまったと。

県の事業でダムを造って、その結果によって生活農業水が出なくなったから、これは県

の責任だろうということで、県の費用でですね、布施宿に水道がですね、引かれました。

その後にですね、この隧道が全部完成したらですね、その出なかった湧き水が、また出

るようになったということで、ある意味、水道引いてもらった分だけ得したんかもしれま

せんけども、今後ですね、今度は水道に使うということで大量にですね、水を汲み上げた

場合に、やはり布施宿で使っている地下水が涸れてしまう、湧き水が涸れてしまうってい

う心配があります。そういう心配があるからこそですね、今現在、水の量は足りてるわけ

ですから、その水質の改善に数千万円で済むという情報もあるわけですから、そちらの方

向でやってもらえばなと思って、質疑にしたわけです。

ほかに質疑はありませんか。議 長（傳田創司君）
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（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第４０号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に議案第４１号、平成１９年度みなかみ町下水道事業特別会計予算について、質疑は

ありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第４１号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第４２号、平成１９年度みなかみ町水道事業会計予算について、質疑はあり

ませんか。

１番前田善成君。

１４ページなのですが、先程質問した未払金と同じ金額が載っているので１ 番（前田善成君）

、 、 、すが その内訳の説明の中に残業代という話があったのですが 残業代を予算化して消却

使わなくてはいけないという話になってきますと、おかしな話だと思うのですが、残業代

自体は基本的に労働したときに発生するものであって、見込みで上げる金額ではないと思

うのですけれども。また、流動資産の未収入金についてですが、前年度に比べ１千万円多

くなっていますが、未収入金自体は資産ですから、プラスの計算の仕方になるのですけれ

ども、基本的には収入が１千万円減るという形ですから、感覚的にはマイナスになってし

まうのですけれども、その辺のところを多めに上げてくるということについて、どうして

そういうふうにしているのか、ご説明願います。

上下水道課長青山 実君。議 長（傳田創司君）

（上下水道課長 青山 実君登壇）

第一点目の残業代については、今、役場のやり方として、月末で集計上下水道課長（青山 実君）

いたします。そういたしますと、企業会計は出納閉鎖期間がございませんので、３月３１

日で締め切りということになり、それは未払いという扱いになります。

滞納の内、少し未収金が増えるということでありますが、これは水上地区が２０円値上

がりしますので、少し滞納が増えるのではないかという予想で増額になっております。

１番前田善成君。議 長（傳田創司君）

残業代の方については、３月３１日までということで分かったのですが、１ 番（前田善成君）

未収入金については、料金が上がるから未収の金額が多くなるということではなく、１千

、 、万円増やすことによって 実際にはマイナスに出る数字がプラスに出てしまうということ

１千万円という実際にはお金が無いのに１千万円有りますよという形で運営していくこと

になりますので、期末で借り入れる金額が多くなってしまうから、それについて予算の段

階で多く見るのはおかしいのではないですかという質問をしたのですが。

試算勘定でプラスとマイナスの勘定をするわけですから、１千万円が例えばお金をもら

えないと感覚的には。

上下水道課長青山 実君。議 長（傳田創司君）

（上下水道課長 青山 実君登壇）

資料を持ち合わせておりませんので、後日ご報告いたします。上下水道課長（青山 実君）

前田善成君の質問に対しましては後日お答えするということでご了解願い議 長（傳田創司君）

たいと思います。

ほかに質疑はありませんか。
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（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第４２号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第４３号、平成１９年度利根沼田広域観光センター特別会計予算について、

質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第４３号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第４４号、平成１９年度みなかみ町自家用有償バス事業特別会計予算につい

て、質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第４４号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第４５号、平成１９年度みなかみ町スキー場事業特別会計予算について、質

疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第４５号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

次に、議案第４６号、平成１９年度みなかみ町温泉事業特別会計予算について、質疑は

ありませんか。

（ なし」の声あり）「

ありませんので、これにて議案第４６号の質疑を終結いたします。議 長（傳田創司君）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

委員会付託

お諮りいたします。議 長（傳田創司君）

議案第３６号、平成１９年度みなかみ町一般会計予算についてから、議案第４６号、平

成１９年度みなかみ町温泉事業特別会計予算については 「委員会議案付託表」のとおり、、

所管の委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

ご異議なしと認めます。議 長（傳田創司君）

よって議案第３６号、平成１９年度みなかみ町一般会計予算についてから、議案第４６

号、平成１９年度みなかみ町温泉事業特別会計予算については 「委員会議案付託表」のと、

おり、所管の常任委員会に付託することに決定いたしました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

、 。議 長 傳田創司君（ ） 以上で 本日の議事日程第１号に付された案件はすべて終了いたしました

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

散 会

明日は、午前１０時より一般質問を行います。議 長（傳田創司君）

本日は、これにて散会いたします。大変ご苦労さまでした。

（ １５時３２分 散会 ）


